
井

伏

鱒

参

一一

Iま

め

じ

村
本
稿
は
、
将
来
網
羅
集
成
を
企
図
し
て
苅
窓
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
目
録
の
た
め
の
粗
稿
で
あ
る
。
し
た
が
勺
て
、
分
類

は
芯
に
介
さ
ず
、
刊
行
年
月
服
に
排
列
す
る
こ
と
を
専
ら

ム』
I
U
ゃ
ん
。

ロ
逸
せ
ら
れ
が
ち
な
文
庫
や
文
学
金
集
類
の
解
説
文
、
小

説
集
村
裁
の
序
践
文
、
月
報
や
付
録
所
訟
の
記
事
な
ど
も

で
き
る
だ
け
採
録
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
た
だ
し
、
解
題
、

年
諮
、
注
釈
、
事
辞
典
類
の
記
事
は
記
殺
を
省
略
し
た
。

同
努
め
て
初
出
に
従
っ
た
が
、
初
出
未
詳
の
も
の
で
発
表

ハ
執
筆
)
年
次
の
分
っ
て
い
る
も
り
は
そ
れ
を
、
そ
れ
も

不
明
の
も

ωは
の
ち
の
単
行
設
の
刊
行
年
月

ωと
こ
ろ
に

録
じ
た
。

制
初
出
を
示
し
た
も
の
で
も
、
一
持
録
し
た
単
行
書
類
が
確

認
で
き
る
も
の
は
八

V
内
に
一
利
注
と
し
て
示
し
た
。

伺

記

載

ω体
裁
は
、
設
者
名
、
文
献
名
、
初
出
誌
紙
名
(

出
版
社
名
、
者
名
)
の
順
と
し
た
。
下
概
数
字
は
月
名
を

示
し
、
新
聞
な
ど
は

8
・
お
と
し
て
八
月
十
五
日
を
意
味

す
る
。
ま
た
、
*
印
を
付
し
た
も
の
は
一
稿
者
に
お
い
て
未

確
認
を
一
不
す
。

内
調
査
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
発
表
吉
れ
て
い
る
以
下

の
諸
文
を
基
本
文
献
と
し
て
用
い
、
適
宜
そ
の
他
で
補
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
無
署
名
「
主
要
研
究
会
日
・
参
考
文
献

」
(
角
川
書
庖
『
昭
和
文
学
金
集
』
月
報
部
、
昭
二
九
・

考

文

献

年

表

稿

五
)
、
米
田
精

-

2汁
伏
鮪
二
参
考
文
献
」
(
講
談
社
『

日
本
現
代
文
学
会
集
』
昭
三
七
・
二
〉
、
無
署
名
「
参
考

文
献
」
(
筑
摩
書
一
房
一
『
現
代
文
学
大
系
』
昭
四
一
・
三
、

な
ら
び
に
昭
五
一
・
五
)
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
社
『
日
本

文
学
研
究
文
献
要
覧
』
(
昭
五
二
・
四
)
、
東
郷
克
美
「
主

要
参
考
文
献
」
(
明
治
書
院
『
資
料
に
よ
る
近
代
日
本
文
学
』

昭
五
四
・
七
)
、
大
越
嘉
七
「
井
伏
鱒
二
参
考
文
献
目
録
」

(
法
政
大
学
出
版
局
『
井
伏
鱒
二
の
文
学
』
昭
五
五
・
九
)
、

漏
出
佑
「
書
誌
及
び
研
究
参
考
文
献
を
配
し
た
井
伏
鱒
二
年

諮
」
(
「
現
代
文
学
」
附
五
一
ニ
・
一
二
、
な
ら
び
に
明
治
容
院

『
私
注
・
井
伏
時
一
一
』
間
五
六
・
ご

ω
目
録
類
、
お
よ
び
、
島

田
昭
男
「
井
伏
蹄
ニ
」
(
学
問
川
社
『
近
代
文
学
研
究
必
携
』

昭
三
六
・
九
)
、
谷
沢
永
一
「
井
伏
鱒
二
研
究
案
内
」
(
筑

摩
者
一
切
『
現
代
日
本
文
学
大
系
』
月
報
お
昭
四
五
・
八
)
、

伴
悦
「
井
伏
陪
一
一
」
(
『
灼
釈
と
鑑
賞
』
昭
五

0
・
七
)
、

石
崎
等
「
介
伏
鱒
二
研
究
史
展
望
」
(
有
精
堂
『
井
伏
鱒
二

・
深
沢
七
郎
(
日
木
文
学
研
究
資
料
開
阪
市
百
)
』
昭
五
二
-
一

ご
、
涌
川
佑
「
井
伏
鱒
二
」
(
明
治
寺
院
『
研
究
資
料
現

代
日
本
文
学
』
第
一
巻
、
昭
五
五
・
三
)
、
守
検
武
夫
「
井
伏

鱒
二
研
究
略
史
」
(
東
京
者
符
『
井
伏
鱒
二
(
作
家
・
作
品

シ
リ
ー
ズ

7
)
』
昭
五
五
・
五

)ω
研
究
史
叙
述
で
あ
る
。

同

会

不

ω作
業
に
よ
っ
た
た
め
、
脱
漏
や
誤
謬
の
生
じ
て

い
る
こ
と
を
恐
れ
る
。
昨
雅

ω士
ωど
示
教
を
願
っ
て
や

ま
な
い
。一

九
二
六
(
大
正
戸
五
)
年

宮
沢
有
為
男
二
人
の
新
人
に
就
い
て

鷲
の
間
前

寺

横

武

夫

村富
松沢
有
正為一
俊男九

未再七
来び(
を井昭
吉Jj伏和
造時二
す二)
るに年
新就
人い
読はて
売誰省
新不
問同
Z周

2 

9

“・
9
d

字
野

一
九
三
八
〈
昭
和
三
)
年

治
二
月
評
的
時
評

11 

新
潮

一
九
二
九
(
昭
和
四
)
年

O

「
(
同
人
印
象
)
対
伏
鱒
二
論
」
(
舟
橋
聖

一
「
井
伏
鱒
二
さ
ん
」
、
蔵
原
伸
二
郎
「
井

伏
鱒
二
君
」
、
阿
部
知
二
「
乙
と
は
り
香

」

)

文

芸

都

市

2

五
月
号
の
創
作
評
(
山
以
魚
)
文
芸
都
市

ヱ
ハ
ガ
キ
の
激
賞
文
時
事
新
報

-158ー

古
沢
安
二
郎

牧
野
信
一

6 7 

淀
野

一
九
三

O
(
昭
和
五
)
年

隆
三
末
期
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
批
判
|
小
ブ
ル
ジ
ョ

ア
文
学
と
し
て
の
い
は
ゆ
る
『
芸
術
派
』
の
文

学

に

つ

い

て

詩

・

現

実

9

6 

一
九
三
一
(
昭
和
六
)
年

O

「
(
小
特
集
)
新
作
家
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〔

-
〕
井
伏
鱒
ニ
を
語
る
」
(
牧
野
信
一
「
彼
に

就
い
て
の
桁
話
」
、
上
泉
秀
信
「
隣
人
を

語
る
」
、
中
村
正
常
「
彼
の
風
貌
と
姿
勢
と
」



務
川
混
「
な
つ
か
し
き
現
実
と
」
)
新
潮

人
の
ち
牧
野
文
は
「
井
伏
鱒
ニ
ー
そ
の
作
と
人
」
と

改
題
し
て
第
二
営
房
『
牧
野
信
一
全
集
3
』
昭
一
二

・
七
、
人
文
書
院
『
牧
野
信
-
全
集
3
』
昭
三
七
所

収
V。

瀬
沼

「
『
仕
事
部
屋
』
誌
上
出
版
記
念
会
」
(
佐

藤
春
夫
「
一
種
温
雅
な
る
有
情
骨
穏
を
」
、
河

上
徹
太
郎
「
井
伏
君
の
ナ
ン
セ
ン
ス
」
、
字
野

浩
二
「
井
伏
鱒
一
己
、
中
村
地
平
「
井
伏
鱒
ニ

論

」

)

作

品

9

八
中
村
文
は
の
ち
有
精
堂
『
井
伏
鱒
ニ
・
深
沢
七
郎

』
昭
五
二
・
一
一
所
収
V

茂
樹
井
伏
鱒
二
論
|
感
想
的
な
エ
ス
キ
イ
ス

新
潮

m

八
の
ち
木
星
社
書
院
『
現
代
文
学
』
昭
八
・
一
所
収

V
 

一
九
三
一
一
(
昭
和
七
)
年

混

井

伏

鱒

二

新

潮

5

秀
雄
弁
伏
鱒
二
の
作
品
に
つ
い
て
(
白
水
社
『
続

文
官
官
評
論
』
)
(
初
出
未
詳
。
一
説
に
「
文
芸

春
秋
」
昭
六
・
二

)

U

A
の
ち
日
産
書
一
房
一
『
続
文
芸
評
論
』
昭
二
三
・
一
一

等
所
収
V

O

「
『
川
』
誌
上
出
版
記
念
会
」
(
中
村
正
常

「
『
川
』
誌
上
出
版
記
念
会
」
、
河
上
徹
太
郎

「
井
伏
鱒
二
の
『
川
』
に
つ
い
て
」
、
中
自
同
健

闘
刷
「
私
話
巴
、
林
芙
美
子
「
『
川
』
の
お
祝

い

」

)

作

品

ロ

小雅
林川

里
見

-
九
三
=
一
(
昭
和
八
〉
年

第
老
自
戒
(
文
世
間
時
評
〉

文
芸
春
秋

1 

行

夫

文

芸

時

評

行

動

ロ

人
の
ち
厚
生
閣
『
文
書
評
論
』
昭
九
・
七
所
収
V

春
山

一
九
三
四
(
昭
和
九
)
年

今

日

出

海

文

一

一

回

時

評

行

動

瀬

沼

茂

樹

井

伏

鱒

ニ

の

作

品

行

動

河
上
徹
太
郎
序
文
(
作
口
聞
社
『
回
国
記
』
〉

伊

藤

整

井

伏

鱒

ニ

に

つ

い

て

文

答

首

都

6

O

「
人
と
し
て
の
井
伏
鶴
二
氏
」
(
阪
中
正
夫

「
井
伏
鱒
二
氏
の
人
徳
」
、
青
柳
瑞
穂
「
凹
舎

だ
よ
り
L

、
林
芙
美
子
「
井
伏
鱒
二
さ
ん
」
、

篠
原
文
雄
「
懐
し
き
井
伏
鱒
二
氏
」
)

文
芸
首
都
行
動

尾
崎

士
郎

文
芸
時
評

一
九
三
五
(
昭
和
一

O
)
年

信

一

月

評

読

売

新

聞

諸

井

伏

鱒

二

文

学

界

5

八
の
ち
文
治
堂
書
庖
『
神
西
清
全
集
6
』
昭
五
-
・

一
所
収
V

林
芙
美
子
文
芸
時
評

小
林
秀
雄
編
集
後
記

神牧
西野

a
a
τ
.

，
E

・

文'行事
学動
界

一
九
三
六
(
昭
和
一
一
)
年

河
上
徹
太
郎
文
芸
時
評
〈
オ
ロ
シ
ヤ
船
)

新
潮

』谷
)崎

-
・
九
三
七
(
昭
和
一
二
)
年

一
九
三
八
〈
昭
和
一
三
V

年

精
二
弁
伏
鱒
ニ
論
〈
日
月
書
院
『
文
学
の
諸
問
題

3 

入
の
ち
有
精
堂
『
井
伏
鱒
ニ
・
深
沢
七
郎
』
昭
五

-
-
一
所
収
V

保
高

月
刊
文
章

4 

徳
蔵

井
伏
鱒
ニ
の
人
を
語
る

3 

一
九
三
九
(
昭
和
一
四
)
年

河
上
徹
太
郎
弁
伏
鱒
二
「
禁
礼
」
新
女
苑

河
上
徹
太
郎
弁
伏
鱒
二
「
多
甚
古
村
」
帝
大
新
関
口
・

8

八
の
ち
実
業
之
日
本
『
道
徳
と
教
養
』
昭
一
五
・
七

所
収
V

(
無
著
名
)
文
学
的
人
物
論
・
井
伏
鱒
二
文
吉
田

u

中

村

地

平

井

伏

鱒

二

論

文

学

者

ロ

人
『
作
品
』
昭
六
・
九
所
載
文
を
全
面
的
に
書
き
改

め
た
も
の
。
の
ち
皆
美
社
『
中
村
地
平
全
集
3
』
昭

四
六
・
七
所
収
V

7 

4 5 10 9 

一
九
四
O
(
昭
一
五
)
年

健
蔵
解
説
(
新
潮
社
『
丹
下
氏
邸
(
昭
和
名
作
集

U
)
』

)

2

〈
の
ち
河
出
書
一
房
一
『
現
代
家
論
』
昭
一
六
・
九
所
収

V
 淵
井
伏
鱒
二
(
竹
村
書
一
房
一
『
現
代
作
家
品
川
人
論

』

)

m

士
日
諮
爆
の
風
格
(
中
堅
作
家
論
6
・
弁
伏
鱒
一
一
〉

東
京
新
聞

m・
幻

-159-

中
島

浅
見

10 9 

仁

1 

-
九
四
一
(
昭
ヱ
ハ
)
年

酒
井
森
之
介
井
伏
鱒
ニ
論
〈
修
文
館
『
展
望
・
現
代
日
本

文
学
』
〉

3

直
子
若
干
の
中
堅
作
家
1
丹
羽
・
石
川
・
石
坂
・

井
伏
・
そ
の
他
(
第
一
書
房
『
事
変
下
の
文
学

』

)

5

浩
二
井
伏
蹄
ニ
(
中
央
公
論
社
『
文
章
往
来
』
〉
n
u
 
'
A
 

〈
の
ち
創
世
司
社
『
小
説
の
文
章
』
昭
二
=
了
一

O
、

板
鼠

1 

字
野



谷

近
代
文
庫
『
小
説
の
文
章
』
昭
二
八
・
四
所
収
V

丹
三
井
伏
鱒
ニ
の
滑
稽
に
つ
い
て
作
家
精
神
叩

一
九
四
二
(
昭
-
七
)
年

河

上

徹

太

郎

歴

史

的

方

法

の

勝

利

文

学

界

5

宇
野
浩
二
井
伏
の
「
鯉
」
と
嘉
村
の
「
業
苦
」
他
(
中

央
公
論
社
『
文
学
の
三
十
年
』
)

一
九
四
三
(
昭
和
-
八
)
年

一
九
四
四
(
昭
和
一
九
)
年

長
谷
川
銭
平
井
伏
鱒
二
論
(
小
学
館
『
近
代
日
本
文
学
研

究
・
昭
和
文
学
作
家
論
(
上
)
』

)

4

人
の
ち
真
善
美
社
『
歩
行
者
の
論
理
』
昭
二
三
・
ニ

所
収
V

一
九
四
五
(
昭
和
二

O
)
年

一
九
四
六
(
昭
和
二
ご
年

一
九
四
七
(
昭
和
二
二
)
年

長

谷

川

銭

平

暁

と

一

雄

と

鱒

二

文

芸

八
の
ち
真
善
美
社
『
歩
行
者
の
論
理
』
昭
二
三
・
ニ

所
収

V

亀

井

勝

二

郎

井

伏

鱒

二

論

文

学

界

日

八
の
ち
文
体
社
『
文
学
と
信
仰
』
昭
二
四
・
五
、
角

川
文
庫
『
現
代
作
家
論
』
昭
二
九
・
四
所
収
V

一
九
四
八
(
昭
和
二
三
)
年

亀
井
勝
』
郎
解
説
(
新
潮
文
庫
『
夜
ふ
け
と
梅
の
花
』
)-E
4
 

寺
田

人
の透
ち
「井
井伏
伏鱒
鱒ニ
ーー 函刊
の
ニL
7 

7 

を批*

力日評
え
て
改
造 3 8 3 

太
宰

社
『
作
家
私
論
』
昭
二
四
・
六
、
さ
ら
に
「
最
近

の
井
伏
氏
」
を
加
え
て
筑
摩
書
一
房
『
現
代
日
本
文
学

金
集
担
』
昭
二
八
・
一
二
、
英
宝
社
『
昭
和
の
作
家

た
ち

(E)
』
昭
三

0
・
一
一
、
講
談
社
『
同
時
代

の
文
学
者
』
昭
=
二
・
五
、
有
精
堂
『
井
伏
鱒
二
・

深
沢
七
郎
』
昭
五
二
・
一
一
等
所
収
V

治
後
記
(
筑
摩
書
一
房
一
『
井
伏
鱒
ニ
選
集
』
第
一

巻

l
第
四
巻

)

3

i

H

孝
次
解
説
(
細
川
害
賠
『
現
代
日
本
文
学
選
集

6
』

)

5

「
井
伏
鱒
二
選
集
通
信
」
(
筑
摩
書
房
)
(

第
一
号
・
寺
田
透
「
井
伏
氏
の
ユ
マ
ニ
テ
」
、

第
二
号
・
亀
井
勝
一
郎
「
人
生
足
別
離
」
、
河

上
徹
太
郎
「
岩
国
に
て
」
、
伊
馬
春
部
「
あ
ど

・
ば
る
う
ん
記
」
、
第
三
号
・
尾
崎
一
雄
「
鮎

と
岩
魚
」
、
木
山
捺
平
「
井
伏
文
学
ま
た
ぎ
き

」
、
青
柳
時
穏
「
井
伏
君
の
歩
調
」
、
耕
治
人

「
井
伏
鱒
二
氏
」
、
第
四
号
・
伊
藤
整
「
井
伏

鱒
二
小
論
」
、
神
保
光
太
郎
「
井
伏
鱒
二
と
山
下

奉
文
」
、
第
六
号
・
手
塚
官
雄
「
井
伏
氏
の
芸

術
雑
感
」
、
神
保
光
太
郎
「
井
伏
鱒
二
と
山
下

世
帯
文
日
」
そ
の
他
未
詳
)

9

l

昭

μ
・
9

暁
後
記
(
筑
摩
書
房
『
井
伏
鱒
二
選
集
』
第
五

巻

)

ロ

西
村

O 

上F
林

杉
浦

』昭論〈 明一
昭三』の 平九
四一昭ち 四
五・二「 庶九
九七井 民(
八、・伏 文昭
所銃二鱒 学和
収摩、二 の二
V 書未」 系四
房ー来と 諮)
『社改 |年
現『題井
代現し 伏
円代て 虫脚
本日草午T 二
文本木前 l乙
学の社事 つ
大作『 い
系家作 て
65 '=家 2

伊
藤

、

整

井

伏

鱒

こ

の

世

界

展

望

3

八
の
ち
「
井
伏
鱒
二
小
論
」
と
改
題
し
て
筑
摩
書
房

『
作
家
論
』
昭
三
六
・
一
二
所
収
V

暁
後
記
(
筑
摩
書
一
房
『
井
伏
鱒
二
選
集
』
第
六

巻

l
第
九
巻

3
1
9

河

盛

好

蔵

井

伏

鱒

二

(

わ

が

交

友

録

)

口

林

房

雄

・

他

創

作

合

評

(

本

日

休

診

)

口

上
林

群展
イ象望

一
九
五

O
(昭
和
二
五
)
年

整
解
説
(
新
潮
文
庫
『
多
甚
古
村
』
)

英
夫
近
代
文
学
に
於
け
る
笑
の
定
者
|
井
伏
鱒
二

を

め

ぐ

っ

て

日

本

文

学

研

究

4

人
の
ち
正
副
題
を
倒
置
し
て
柳
原
書
居
『
昭
和
作
家

研
究
』
昭
三

0
・
五
、
有
精
堂
『
井
伏
鱒
二
・
深
沢

七
郎
』
昭
五
二
・
戸
一
所
収
V

青
野
季
士
口
序
文
(
文
芸
春
秋
社
『
本
日
休
診
』

)

6

亀
井
勝
一
郎
解
説
(
新
潮
社
『
井
伏
鱒
二
集
』

)

6

寺

崎

浩

井

伏

鱒

二

文

芸

7

亀

井

勝

一

郎

井

伏

鱒

二

読

売

評

論

8

青
野
季
古
解
説
(
河
出
書
房
『
現
代
日
本
小
説
大
系
・

別
冊
第
二
巻
八
戦
後
篇

2
V』
)

9

中
島
健
蔵
解
説
(
河
出
書
一
房
『
現
代
日
本
小
説
大
系
白

』

m

超
党
派
(
河
上
徹
太
郎
)
井
伏
鱒
ニ
読
売
新
聞
ロ
・

4

人
の
ち
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
『
文
学
手
帖
』
昭
二
七
・

て
創
元
社
『
現
代
随
想
全
集
忽
』
昭
二
九
・
五

所
収
V

磯伊
貝藤

1 

-160ー

臼坂土
井本林

一
九
五
一
(
昭
和
二
六
)
年

暁

律

義

な

井

伏

鱒

二

文

学

界

治
弁
伏
鱒
二
「
本
日
休
診
」
解
釈
と
鑑
賞

9

吉
見
解
説
(
創
元
文
庫
『
集
金
旅
行
・
さ
ざ
な
み

軍

記

』

)

叩

人
の
ち
「
井
伏
鱒
二
の
文
学
」
と
改
題
し
て
筑
摩
書 1 



武
問

房
『
人
間
と
文
学
』
昭
三
ニ
・
五
所
収
V

中

本

淳

井

伏

鱒

二

群

像

日

〈
の
ち
創
元
社
『
井
伏
鱒
二
作
品
集
(
第
一
巻
)
』

昭
二
八
・
四
、
厚
文
社
『
人
間
・
文
学
・
歴
史
』
昭

二
九
・
五
、
筑
摩
書
一
房
『
新
選
現
代
日
本
文
学
金
集

1
』
昭
三
三
・
一
所
収
V

好
蔵
解
説
(
池
田
香
庖
『
か
き
っ
ぱ
た
』
)

河
盛

一
九
五
二
(
昭
二
七
)
年

壮
助
興
味
狙
う
回
想
の
虚
実
(
大
波
小
波
)

東
京
新
聞

1
・
幻

盤
解
説
(
河
出
書
房
『
現
代
日
本
小
説
大
系
必

』

)

5

(
無
署
名
)
井
伏
鱒
二
八
作
家
に
聴
く
V

文
学

9

八
の
ち
岩
波
新
書
『
現
代
の
作
家
』
昭
一
ニ

0
・
九
所

収
V
定
孝
井
伏
鱒
二
〈
学
燈
社
『
現
代
文
学
総
説
1
(

大
正
昭
和
作
家
抑
制
)
』

)

m

t
口
見
解
説
(
筑
摩
書
房
『
本
日
休
診
・
集
金
旅
行

(

現

代

日

本

名

作

選

)

』

)

日

原
伊
藤

村
松

臼
井

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年

健
士
口
「
本
日
休
診
」
の
悠
子
朝
日
新
聞
2
・
8

〈
の
ち
講
談
社
『
小
説
に
拙
か
れ
た
現
代
婦
人
像
』

昭
二
九
・
三
所
収
V

O

解
説
(
創
元
社
『
井
伏
時
二
作
品
集
』
第
一

巻
・
武
田
泰
淳
、
昭
二
八
・
四
、
第
二
巻
・
沼

田
卓
爾
、
昭
二
八
・
五
、
第
三
巻
・
大
岡
昇
平
、

昭
二
八
二
ハ
、
第
四
巻
・
上
林
腕
、
昭
二
八
・

七
、
第
五
巻
・
永
井
筒
男
、
昭
二
八
・
九
)

山
本女子

思
出
す
乙
と
三
四

文事
せf
:z，守

4 

9 

達
治

12 

特
集
「
井
伏
鱒
二
人
と
作
品
」
(
永
井
龍

男
「
や
る
ま
い
ぞ
」
、
河
上
徹
太
郎
「
文
学
論

ノ
l
ト
」
、
藤
原
容
爾
「
井
伏
文
学
雑
見
」
、

三
浦
朱
門
「
モ
ノ
ロ
ギ
ス
ト
」
)
文
学
界

7

人
井
伏
鱒
二
(
人
さ
ま
ざ
ま
)

朝
日
新
聞

7
・
3

小
沼
丹
あ
と
が
き
(
「
要
書
一
房
『
点
滴
』

)

9

河
上
徹
太
郎
解
説
(
筑
摩
書
房
『
現
代
日
本
文
学
全
集
H
U

井
伏
鱒
二
集
』
)
、
月
報
5

(樋
谷
繁
雄
「
井

伏
鱒
二
の
小
説
」
、
永
井
龍
男
「
心
あ
た
た
ま

る
」
、
阿
部
真
之
助
「
井
伏
鱒
二
覚
書
」
、
青

柳
瑞
穂
「
井
伏
鱒
二
の
骨
董
観
」
、
石
井
桃

子

「

井

伏

さ

ん

の

こ

と

」

)

ロ

山
本
健
吉
解
説
(
角
川
文
郎
『
本
日
休
診
・
遥
拝
隊
長

』

)

ロ

寺
田
透
最
近
の
井
伏
氏
(
筑
摩
書
房
『
現
代
日
本
文

学

金

集

引

』

)

ロ

ん

ωち
未
来
社
『
現
代
日
本
作
家
研
究
』
昭
二
九
・

五
、
英
宝
社
『
昭
和
の
作
家
た
ち

(E)
』
昭
三

0

・
一
一
、
講
談
社
『
同
時
代
の
文
学
者
』
昭
=
二
・

五
所
収
V

い
そ
ぎ
ん
ち
ゃ
く

O 

天

地

さ
っ
ば
り
し
た
処
置
(
大
波
小
波
)

東

京

新

聞

ロ

・

1

山
本

一
九
五
四
(
昭
和
二
九
)
年

健
士
口
解
説
(
角
川
舎
庖
『
昭
和
文
学
金
集
お
井
伏

鱒
二
集
』
)
、
月
報
(
火
野
鷲
平
「
井
伏
鱒
二

さ
ん
の
乙
と
」
、
河
盛
好
蔵
「
生
活
を
大
切
に

す
る
人
」
、
上
林
腕
「
井
伏
氏
の
肖
像
」
)

5

丹
解
説
(
創
元
社
『
現
代
随
想
全
集
担
』
)
、

附
録
「
随
想
凶
」
(
巌
谷
大
四
「
河
上
さ
ん
、

井
伏
さ
ん
」
)

'hド百
''F-wd' 

5 

5 

清
井
伏
鱒
二
の
生
活
と
意
見
|
作
家
の
見
た
作

家

文

学

界

6

長
谷
川
泉
屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン
解
釈
と
鑑
賞

7

人
の
ち
至
文
堂
『
近
代
名
作
錯
覚
』
昭
三
一
ニ
・
六
所

収
V
利
昭
久
英

山
杉米
森田

解
釈
と
鑑
賞

7 

屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン

井
伏
鱒
二
氏
の
文
学
東
京
新
聞

白
井
吉
見
併
説
(
角
川
文
陪
『
集
金
旅
行
』

)

9

大
石
初
太
郎
「
本
日
休
診
」
の
用
語
用
字
言
語
生
活
問

中
村
光
夫
解
説
(
新
潮
社
『
昭
和
名
作
選
6
・
黒
い
壷

』

)

ロ

7

・3
、
4

青
柳

一
九
五
五
(
昭
和
一
ニ

O
)
年

瑞
秘
庶
民
の
中
の
小
説
家
|
井
伏
鱒
ニ
の
人
と
作

日

山

別

冊

文

苔

春

秋

2

人
の
ち
正
副
題
倒
置
し
て
十
返
竪
編
『
作
家
の
肖
像

』
近
代
生
活
社
、
昭
一
三
・
一
所
収
V

消
人
井
伏
鱒
ニ
(
中
央
公
論
社
『
十
五
人
の
作
家

と

ω対
話
』

)

2

2

江
孝
井
伏
鱒
二
の
芸
術
観
(
寿
星
社
『
近
代
日
本

文
学
の
系
譜
』

)

3

八
の
ち
現
代
教
養
文
庫
『
近
代
日
本
文
学
の
系
譜
』

昭
=
二
・
七
所
収

V

光
夫
解
説
(
彩
考
書
院
『
名
作
歴
史
文
学
選
集
日

さ
ざ
な
み
軍
記
』

)

5

淵
吉
利
支
丹
文
学
に
関
連
し
て
群
像

5

人
の
ち
弘
文
堂
『
昭
和
の
作
家
た
ち
』
昭
三
二
・
-

二
、
河
出
書
房
新
社
『
浅
見
淵
著
作
集
1
』
昭
四
九

.
八
所
収
V

隣
解
説
(
新
潮
文
庫
『
遥
拝
隊
長
・
本
日
休
診

』

)
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福
田

村
松

中
村

浅
見

上
林

6 



十
返

塁塁

井
伏
鱒
一
一
(
講
談
社
『
五
ヤ
人
の
作
家
』

)
7

一
九
五
六
(
昭
和
三
一
)
年

淵
「
溺
民
宇
三
郎
」
に
つ
い
て
文
学
界

八
の
ち
弘
文
堂
『
昭
和
の
作
家
た
ち
』
昭
三
二
・
一

二
、
河
出
書
房
新
社
『
浅
見
淵
著
作
集
』
昭
四
九
・

八
所
収
V

河
上
徽
太
郎
解
説
(
岩
波
文
庫
『
山
版
魚
・
遇
拝
隊
長
』

V

1

 

小
沼
丹
解
説
(
角
川
文
庫
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記

』

)

2

米
田
精
一
井
伏
鱒
二
と
「
山
淑
血
球
」
解
釈
と
鑑
賞

3

片
岡
懲
何
を
ど
の
よ
う
に
教
え
る
か
人
近
代
文
学
V

(
「
『
槌
ツ
ア
』
と
『
九
郎
治
ツ
ア
ン
』
は
喧

嘩
し
て
私
は
用
語
に
つ
い
て
煩
悶
す
る
乙

と

」

)

国

語

と

国

文

学

4

浅

見

淵

井

伏

鱒

二

会

見

記

群

像

6

人
の
ち
弘
文
堂
『
昭
和
の
作
家
た
ち
』
昭
三
二
・
一

二
、
河
出
書
房
新
社
『
浅
見
淵
者
作
集
2
』
昭
四
九

.
八
所
収
V

古

林

尚

井

伏

鱒

二

論

日

本

文

学

6
、
日

河
上
徹
太
郎
井
伏
鱒
二
「
漂
民
字
三
郎
」
群
像

6

佐
々
木
基
一
解
説
(
岩
波
文
庫
『
多
甚
古
村
』

)

8

野
地
溺
家
井
伏
鱒
ニ
の
作
品
の
中
国
弁
言
語
生
活

m

伊
馬
春
部
解
説
(
角
川
文
庫
『
屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン
』

〉

ロ

浅
見

一
九
五
七
(
昭
和
三
二
)
年

小
沼
セ
イ
子
井
伏
鱒
二
の
文
体
に
つ
い
て
ザ
琵
文
学

7

山
本
健
吉
解
説
(
新
潮
文
庫
『
集
金
旅
行
他
』
)
叩

中

村

光

夫

井

伏

鱒

ニ

論

文

学

界

m、
u

八
の
ち
新
潮
社
『
現
代
作
家
論
』
昭
三
三
・
一

O
、 1 

有
精
堂
『
井
伏
鱒
ニ
・
深
沢
七
郎
』
昭
五
二
・
-
一

所
収
V
謙
井
伏
鱒
二
『
駅
前
旅
館
』
(
初
出
誌
未
詳
)
U

人
の
ち
河
出
書
房
新
社
『
新
刊
時
評
上
』
昭
五

O
所

収
V
秋
五
。
野
間
虫
、
北
原
武
犬
創
作
月
評
(
「
駅
前

旅

館

」

)

群

像

口

サ
ボ
テ
ン
「
井
伏
鱒
二
論
」
に
二
一
一
口
(
大
波
小
波
)

-東京
新

関

口

・

2

河
上
徹
太
郎
井
伏
鱒
二
「
駅
前
旅
館
」
と
「
七
つ
の
街
道

」

東

京

新

聞

ロ

・

7

平
野

本
多

一
九
五
八
(
昭
和
三
一
三
年

有
士
口
佐
和
子
井
伏
鱒
二
日
本
読
者
新
聞

1
・
1

梅
崎
春
生
左
手
の
す
入
学
l
「
駅
前
旅
館
」
論
新
潮
3

長

谷

川

泉

鯉

解

釈

と

鑑

賞

8
、
9

〈
の
ち
至
文
堂
『
新
編
近
代
名
作
銘
賞
』
昭
四
五
・

五
所
収
V

英
夫
小
説
文
休
と
生
活
語
の
問
題
!
井
伏
蹄
二
と

森

鴎

外

を

め

ぐ

っ

て

文

学

9

人
の
ち
有
材
堂
『
井
伏
鱒
二
・
深
沢
七
郎
』
昭
五
二

.
一
て
明
治
書
院
『
現
代
文
学
史
論
』
昭
五
五
・

三
所
収
V

淵
解
説
(
筑
摩
容
房
『
新
選
現
代
日
本
文
学
会

集
1
井
伏
鱒
二
集
』
)
、
付
録

2

(
上
林

院
「
井
伏
さ
ん
と
の
や
り
と
り
」
、
山
本
健
吉

「
井
伏
さ
ん
雑
感
」
、
硲
伊
之
助
「
一
読
者
と

し
て
」
、
壷
井
栄
「
井
伏
鱒
二
氏
に
つ
い
て
の

正
直
な
話
」
、
安
岡
章
太
郎
「
井
伏
さ
ん
と
マ

タ
タ
ビ
」
)

機
只

浅
見

一
九
五
九
〈
昭
和
三
四
)
年

宮
倉
徳
二
郎
解
説
(
河
出
書
房
新
社
『
日
本
国
民
文
学
会

集
9
平
家
物
語
』

)

3

伊
馬
春
部
解
説
(
角
川
文
庫
『
貸
間
あ
り
・
お
乙
ま
さ

ん
』
〉

6

小
林
秀
雄
現
実
と
小
説
と
映
画
文
芸
春
秋
、

8

八
の
ち
「
井
伏
君
の
『
貸
間
あ
り
』
」
と
改
題
し
て

文
芸
春
秋
社
『
考
へ
る
ヒ
ン
ト
』
昭
三
九
・
五
所
収

V
 

(
無
署
名
)

井
伏
鱒
二
「
珍
口
町
堂
主
人
」

朝

日

新

聞

口

、

I

河
上
徽
太
郎
著
者
九
(
井
伏
鱒
ニ
箸
「
珍
口
問
堂
主
人
」

)

産

経

新

関

口

・

2

河
上
徹
太
郎
井
伏
文
学
の
持
味
(
「
珍
品
堂
主
人
」
と
「

品
ソ
ポ

木

靴

の

山

」

)

読

書

人

口

・

9

磯
貝

一
九
六
O

(
昭
和
三
五
)
年

英
夫
弁
伏
鱒
二
と
高
見
順
の
文
休
国
文
学

人
の
ち
明
治
書
院
『
文
学
論
と
文
体
論
』
昭
五
五
・

一
一
所
収
V

光
夫
解
説
(
新
潮
社
『
日
本
文
学
金
集
辺
井
伏
鱒

二
集
』
)
、
付
録
(
丸
岡
明
「
井
伏
鱒
二
と
井

伏
鱒
一
ご
、
安
岡
章
太
郎
「
知
ら
ぬ
が
仏
」
)

〈
同
社
『
日
本
文
学
全
集
詑
』
昭
四
ニ
・
九
も
同
内

容

V

5

淵
解
説
(
東
西
五
月
社
『
少
年
少
女
日
本
文
学

名
作
全
集
幻
井
伏
鱒
二
集
』

)

9

良

-

山

根

魚

言

語

と

文

芸

m

八
の
ち
有
精
堂
『
井
伏
鱒
ニ
・
深
沢
七
郎
』
昭
五
二

-
一
一
所
収
V

健
吉
解
説
〈
河
出
書
房
新
社
『
日
本
文
学

全
集
7
』

)

解
説
(
新
潮
文
庫
『
駅
前
旅
館
』
)
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5 

中
村

浅
見

関

11 

山
本

河
上
徹
太
郎

12 12 



一
九
六
一
(
昭
和
三
六
)
年

良

一

山

桜

魚

言

語

と

文

芸

人
の
ち
有
精
堂
『
井
伏
鱒
二
・
深
沢
七
郎
』
昭
五
二

.
一
一
所
収
V

河
上
徹
太
郎
井
伏
鱒
二
の
詩
と
真
実
群
像

3

三
好
達
治
井
伏
鱒
二
著
「
昨
日
の
今
」

(
共
同
通
信
社
系
新
聞
)

3

精
一
井
伏
鱒
二
と
漂
流
記
物
解
説
と
鑑
賞

4
、
5

〈
の
ち
主
文
堂
『
現
代
文
学
と
古
典
』
昭
三
六
・
一

O
、
有
精
堂
『
井
伏
鱒
二
・
深
沢
七
郎
』
昭
五
二
・

一
一
所
収
V

康
高
「
本
口
休
診
」
「
深
民
字
三
郎
」
「
駅
前
旅

館
」
(
信
貴
書
院
『
戦
後
名
作
鑑
賞
』

)

5

丹
随
筆
井
伏
鱒
二

産
経
新
聞

7
・
μ
、
缶
、
ぉ
、

m

昭
男
井
伏
鱒
二
〈
学
燈
社
『
近
代
文
学
研
究
必

携』

)

9

弘
之
井
伏
訳
の
見
事
さ

l
ド
リ
ト
ル
先
生
物
語
に

つ

い

て

図

書

叩

好
成
井
伏
鱒
二
と

ω
一

時

間

図

書

日

安
史
井
伏
鱒
二
・
精
神
所
見
、
心
理
診
断
リ
ポ
l

ト

解

釈

と

鑑

賞

日

〈
の
ち
至
文
堂
一
『
現
代
作
家
の
心
理
診
断
と
新
し
い

作
家
論
』
昭
三
七
・
一
所
収
V

精

一

井

伏

鱒

二

解

釈

と

鑑

賞

日

〈
の
ち
至
文
堂
『
現
代
作
家
の
心
理
診
断
と
新
し
い

作
家
論
』
昭
三
七
・
一
所
収
V

関吉
田校、3

.4、托
島
田

阿
)11 

片河
口盛

米
間

一
九
六
=
(
昭
和
三
七
)
年

河
上
徹
太
郎
作
品
解
説
(
講
談
社
『
日
本
現
代
文
学
金
集

同
』

)

2

淵
井
伏
鱒
二
入
門
(
講
談
社
『
日
本
現
代
文
学

浅
見

3 

全
集
万
』
)
、
月
報
げ
(
村
上
菊
一
郎
「
思
い
出

す
乙
と
ど
も
」
、
小
沼
丹
「
ス
テ
ッ
キ
」

)

2

光
樹
井
伏
鱒
二
(
明
治
書
院
『
現
代
文
学
講
座
(

人
と
作
品
、
昭
和
編
1
)
』
)

4

一
哉
作
品
の
鑑
賞
(
明
治
書
院
『
現
代
文
学
講
座

(
人
と
作
品
、
昭
和
編
E
)
』
)

4

精
一
鯉
〈
井
伏
鱒
一
一
)
(
三
省
堂
『
現
代
日
本
文

学
講
座
・
小
説
6
』
)

6

河
上
徹
太
郎
解
説
(
角
川
書
庖
『
昭
和
文
学
金
集
時
井
伏

鱒
二
』
)
、
付
録
(
江
藤
淳
「
井
伏
さ
ん
の

こ
と
」
、
森
繁
久
弥
「
恭
の
日
や
:
:
:
」
、
山

本
光
雄
「
学
生
時
代
の
井
伏
さ
ん
」
、
小
沼
対

「
井
伏
さ
ん
の
将
棋
」

)

7

河
上
徹
太
郎
文
芸
時
評
(
「
武
州
鉢
形
城
」
他
)

読
売
新
聞

7
-
F

人
の
ち
霊
水
害
一
切
『
文
芸
時
評
』
昭
四

0
・
九
所
収

V
 

埴
谷
雄
両
、
平
林
た
い
子
、
寺
田
遜
創
作
合
評
(
「
武
州

鉢

形

城

」

)

群

像

8

奥
野
健
男
、
佐
伯
彰
一
、
村
松
剛
(
座
談
会
)
井
伏
鱒
二

と

稔

名

麟

コ

一

文

学

界

口

粂
)11 

所米
国

一
九
六
三
(
昭
和
三
八
)
年

章
菅
井
伏
鱒
二
の
作
品
に
お
け
る
一
問
題
1

「の

だ
」
終
止
の
文
を
中
心
に
国
文
学
放

3

嘉
七
井
伏
鱒
二
と
論
理
性
|
鑑
賞
の
客
観
性
と
は

何

か

研

究

と

評

論

6

〈
の
ち
法
政
大
学
出
版
局
『
井
伏
鱒
二
の
文
学
』
昭

五
五
・
九
所
収
V

河
上
徹
太
郎
解
説
(
角
川
文
庫
『
珍
口
回
堂
主
人
』

)

7

米

田

精

一

山

淑

焦
1

井

伏

鱒

二

国

文

学

9

山
本
健
士
口
解
説
(
河
出
書
房
新
社
『
国
民
の
文
学
問
平

永
尾

大
越

西
国

家

物

語

』

)

日

直
敏
井
伏
鱒
二
の
文
体
〈
明
治
書
院
『
諮
座
現
代

一語

5
』

)

U

嘉
七
井
伏
鱒
二
「
山
淑
魚
」
|
「
井
伏
文
学
」
の

象

徴

研

究

と

評

論

ロ

人
の
ち
法
政
大
学
出
版
局
『
井
伏
鱒
二
の
文
学
』
昭

五
五
・
九
所
収
V

広
明
「
屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン
」
に
つ
い
て
会
誌

大
越

奥
村

一
九
六
四
(
昭
和
三
九
)
年

安
藤
新
太
郎
「
山
似
魚
」
の
鑑
賞
(
明
治
書
院
『
講
座
現

代
語
3
』

)

4

関

良

一

参

考

文

献

の

利

用

法

解

釈

と

鐙

賞

5

大
越
嘉
七
井
伏
鱒
ニ
「
さ
ざ
な
み
軍
記
」

l
井
伏
鱒
二

の

認

識

構

造

研

究

と

評

論

一

6

人
の
ち
有
精
堂
『
井
伏
鱒
二
・
深
沢
七
郎
』
昭
五
二

・
一
一
、
法
政
大
学
出
版
局
『
井
伏
鱒
二
の
文
学
』

昭
五
五
・
九
所
収
V

三
崎
洋
子
井
伏
鱒
二
の
文
休
|
「
漂
民
字
三
郎
」
と
「

渋

江

拙

斎

」

国

文

7

0

『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
一
巻
月
報
1

(
尾
崎

一
雄
「
井
伏
鱒
ニ
に
関
す
る
雑
談
」
、
硲
伊
之

助
「
井
伏
さ
ん
の
乙
と
」
、
三
角
寛
「
井
伏
鱒

二
尊
公
」
、
山
本
健
吉
「
井
伏
鱒
二
氏
の
文
章

」

)

9

木

山

援

平

井

伏

鱒

二

群

像

日

O

『
井
伏
鱒
二
会
集
』
第
二
巻
月
報
2

(
今
日

出
海
「
か
け
心
地
の
悪
い
椅
子
」
、
九
間
関
「

指
話
ニ
つ
」
、
伊
馬
春
部
「
朽
助
以
後
の
乙
と

」
、
一
二
浦
哲
郎
「
初
め
て
お
会
い
し
た
こ
ろ
」
nu --a・
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大
越

吉
田

嘉
七
井
伏
鱒
二
と
抵
抗
文
学
l
「
鐙
供
養
の
日
」

「

遥

拝

隊

長

」

研

究

と

評

論

日

〈
の
ち
法
政
大
学
出
版
局
『
井
伏
鱒
ニ
の
文
学
』
間

五
五
・
九
所
収
V

精
一
井
伏
鱒
二
の
人
と
文
学
(
解
説
)
(
傍
成
社

『

少

年

少

女

文

学

金

集

お

』

)

日

O

『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
九
巻
月
報
3
(伴
俊

彦
「
井
伏
さ
ん
か
ら
聞
い
た
乙
と
(
そ
の
一
)

」
、
青
柳
瑞
穂
「
弁
伏
鱒
ニ
の
限
」
、
井
上
友

一
郎
「
な
つ
か
し
い
井
伏
さ
ん
」
、
庄
野
潤
三

「

地

震

・

雷

・

風

」

)

日

『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
三
巻
月
報
4
(伴
俊

彦
「
井
伏
さ
ん
か
ら
聞
い
た
乙
と
(
そ
の
一
一
)

」
、
上
林
暁
「
井
伏
鱒
二
の
初
印
象
」
、
践
谷

大
四
「
ガ
ラ
ス
と
靴
」
、
藤
原
容
雨
「
井
伏
さ

ん

の

こ

と

」

)

ロ

O 
一
九
六
五
(
昭
和
四

O
)
年

浮
橋
康
彦
屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン
日
本
文
学

O

『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
四
巻
月
報
5
(伴
俊

彦
「
井
伏
さ
ん
か
ら
聞
い
た
乙
と
(
そ
の
一
ニ
)

」
、
中
島
健
蔵
「
首
の
す
く
む
話
」
、
木
山
挺

平
「
眼
鏡
と
床
屋
」
、
石
川
隆
士
「
あ
の
と
き

」

)

1
『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
十
巻
月
報
6

(伴
俊

彦
「
井
伏
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
(
そ
の
四
)

」
、
谷
崎
精
二
「
若
き
日
の
乙
と
」
、
村
上
菊

一
郎
「
書
画
と
植
木
」
、
安
岡
章
太
郎
「
井
伏

文
学
の
洗
脳
力
」

)

2

『
井
伏
鱒
ニ
全
集
』
第
五
巻
月
報
7
(伴
俊

彦
「
井
伏
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
(
そ
の
五
)

」
、
河
盛
好
蔵
「
常
に
新
し
く
」
、
木
下
タ
商
「

O O 

飴
釣
り
の
乙
と
な
ど
」
、
田
代
継
男
「
あ
れ
乙

れ
の
記
」

)

4

『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
六
巻
月
報
8

(
伴
俊

彦
「
井
伏
さ
ん
か
ら
聞
い
た
乙
と
(
そ
の
六
)

」
、
武
田
泰
淳
「
『
五
十
三
次
』
と
『
三
十
六

景
』
」
、
高
原
四
郎
「
三
十
年
前
」

)

4

房
雄
『
文
芸
時
評
』
(
桃
源
社
)

4

0

『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
十
一
巻
月
報
9
(伴
俊

彦
「
井
伏
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
(
そ
の
七
)

」
、
浅
見
淵
「
南
越
館
の
こ
ろ
」
、
佐
藤
三
郎

「
井
伏
さ
ん
の
絵
」

)

6

吉
田
精
一
向
説
(
倍
成
社
『
ジ
ュ
ニ
ア
版
日
本
文
学
名

作
選
路
・
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』

)

5

0

『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
八
巻
月
報
叩
(
伴
俊

彦
「
井
伏
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
(
そ
の
八
)

」
、
神
保
光
太
郎
「
将
軍
と
作
家
」
、
宮
川
健

一
郎
「
『
関
子
の
家
』
以
来
」

)

6

0

『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
十
二
巻
月
報
日
(
伴

俊
彦
「
井
伏
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
(
そ
の
九

)
」
、
小
沼
丹
「
断
片
」
、
新
本
燦
根
「
画
室

の
井
伏
さ
ん
」

)

7

0

『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
七
巻
月
報
ロ
(
伴
俊

彦
「
井
伏
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
(
そ
の
十
)

」
、
飯
岡
龍
太
「
濃
淡
」
、
広
瀬
三
郎
「
井
伏

さ
ん
の
旧
宅
」

)

8

井
伏
鱒
ニ
・
河
内
問
好
蔵
(
対
談
)
作
家
の
素
顔
(
井
伏
鱒

二

)

小

説

現

代

9

人
の
ち
限
々
堂
『
作
家
の
素
顔
』
昭
四
七
・
戸

O
所

O 

林東
郷

収
V
克
美
井
伏
鱒
ニ
の
青
春
ー
そ
の
「
く
っ
た
く
」
し

た

心

情

に

つ

い

て

国

文

学

研

究

叩

解
説
(
河
出
書
房
新
社
『
現
代
の
文
学
6
井

佐
{白

彰

伏
鱒
二
』
)
、
月
報
却
(
河
盛
好
蔵
「
古
い
フ

ァ
ン
の
一
人
と
し
て
」
、
木
山
捷
平
「
7

ン
デ

l
屋

」

)

日

伊

藤

広

子

井

伏

踊

二

一

次

樹

ω

河

上

徹

太

郎

井

伏

鱒

二

の

途

新

潮

ロ

人
の
ち
大
和
書
一
房
『
場
面
の
効
果
』
昭
四
一
・
一

O

所
収
〉
丹
解
説
(
角
川
文
庫
『
駅
前
旅
館
』
)

'H4
刀ロ

ノ、

7

12 

一
九
六
六
(
昭
和
四
ご
年

河
上
徹
太
郎
人
と
文
学
(
筑
摩
書
一
房
『
現
代
文
学
大
系
。

-
井
伏
鱒
二
集
』
)
、
月
報
(
中
野
好
夫
「
は

じ
め
て
会
っ
た
井
伏
さ
ん
」
、
寺
田
透
「
井
伏

さ
ん
の
虚
実
」
、
石
井
桃
子
「
井
伏
さ
ん
の
乙

と
」
、
田
代
継
男
「
弘
光
寺
の
和
尚
さ
ん
」
)

八
『
筑
陪
現
代
文
学
大
系
付
』
昭
五
一
・
五
も
同
内

容

V

3

(
無
署
名
)
「
珍
口
問
堂
主
人
」
井
伏
鱒
二
・
女
と
骨
董
に

ホ
レ
て
ホ
レ
ら
れ
て
(
読
売
新
聞
社
『
生
き
て

い
る
名
作
の
ひ
と
び
と
1

裏
か
ら
み
た
昭
和
小

説
史
』

)

3

関
良
一
井
伏
鱒
二
「
山
制
魚
」
|
改
稿
に
つ
い
て

国
文
学

5

江
後
究
土
井
伏
鱒
ニ
の
世
界
近
代
文
学
試
論

5

佐
伯
彰
一
戦
後
文
学
の
断
続
と
述
続

E
(新
潮
社
『
日

本
を
考
え
る
』

)

7

(
無
署
名
)
「
黒
い
雨
」
の
モ
デ
ル
、
重
松
さ
ん
広
島
訪

間

読

売

新

聞

〈

広

島

版

)

7

-

P

健
男
井
伏
鱒
一
一
(
読
売
新
聞
社
『
文
壇
博
物
誌
|

人
と
作
品
』

)

7

〈
の
ち
集
英
社
『
素
顔
の
作
家
た
ち
|
現
代
作
家
印

人
』
昭
五

=
7
-
一
所
収
V

淳
文
芸
時
評
〈
上
)
(
黒
い
雨
)

-164-

奥
野

江
藤



山
本

朝
日
新
聞

8
-
m

八
の
ち
新
潮
社
『
統
文
芸
時
評
』
間
四
二
・
三
所
収

V
 
健士口

文
芸
時
評
(
黒
い
雨
)

読
売
新
聞
(
夕
)

九
月
の
小
説
(
則
一
…
い
雨
)

毎
日
新
聞
(
夕
)

文
芸
時
評
(
烈
い
雨
)
サ
ン
ケ
イ
新
聞

文
芸
時
評
(
黒
い
雨
)

東
京
新
聞
(
夕

)
8
-
m

啓
三
文
芸
時
詳
(
黒
い
雨
)
週
刊
読
書
人
9
・
5

忠
雄
弁
伏
鱒
二
「
山
制
点
以
」
日
本
文
学

9

利
正
解
説
(
大
和
書
一
切
『
場
面
の
効
来
』
)
叩

広
子
井
伏
鱒
二
と
葉
山
嘉
樹
l
「
源
氏
宇
三
郎
」

と

「

移

動

す

る

村

落

」

友

樹

m

勇
雄
「
屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン
」
と
す
〈
法

ωと
り
た

て

指

導

解

釈

叩

北
原
武
夫
、
佐
伯
彩
て
野
間
宏
創
作
合
評
(
黒
い
雨
)

群

像

。 8
-
m
 

平
野

討f

8
・
出

進
藤

純
孝

0
0

・，.

本
多

秋
五

伊島波日
藤村辺野

島
田

山
本

地
に
つ
い
た
平
常
人
朝
日
新
聞
(
タ
)

現
実
に
取
り
組
む
現
代
作
家
中
国
新
聞

m
・
お

克
美
井
伏
鱒
二
素
描
|
「
山
取
魚
」
か
ら
「
遥
拝

隊

長

」

九

日

本

近

代

文

学

日

八
の
ち
有
精
堂
『
井
伏
鱒
二
・
深
沢
七
郎
』
昭
五
ニ

・
一
一
所
収
V

国
隆
「
黒
い
雨
」
と
井
伏
鱒
ニ
新
刊
展
望
日

好
成
解
説
(
中
央
公
論
社
『
日
本
の
文
学
日
』
)

付
録
詑
(
井
伏
鱒
二
・
河
盛
好
政
(
対
談
)
「
井

伏
文
学
の
周
辺
」
、
む
井
勝
一
郎
「
井
伏
鱒
ニ

の

ユ

ー

モ

ア

」

〉

口

帥山吉

n
u

・s
t

'
i
.
q，b
 

山
本

健士口

東
郷

河管
盛原

八
対
談
は
の
ち
「
井
伏
文
学
に
つ
い
て
」
と
改
題
し

て
中
央
公
論
社
『
対
談
日
本
の
文
学
』
昭
四
六
・
九

所
収
V

泰
淳
井
伏
鱒
こ
さ
ん
の
文
学
毎
日
新
聞
口
・

1

(
無
署
名
〉
井
伏
鱒
二
者
「
黒
い
雨
」
朝
日
新
聞

H
・
8

小
山
裕
土
井
伏
時
二
氏
の
「
黒
い
雨
」
を
読
ん
で

迎
刊
読
書
人

u
-
m

中
村
真
一
郎
井
伏
鱒
二
黒
い
雨
(
初
出
誌
未
詳
)
日

八
の
ち
冬
樹
社
『
批
評
の
暦
』
昭
四
六
・
一

O
所
収

V
 
美
慾

武
田

北
村

井
伏
鱒
二
「
m一
…
い
雨
」
論新
日
本
文
学

井
伏
鱒
二
者
「
烈
い
雨
」
図
書
新
聞
ロ
・

3

小
説
家
と
記
録
者朝
日
新
聞
(
夕
)
ロ
・

8

敏
行
〈
原
爆
V
文
学
の
破
綻
|
井
伏
鱒
二
「
黒
い

雨
」
の
勝
利
と
敗
北
日
本
読
者
新
聞

日
沼
倫
太
郎

佐
伯
彰
一

月
村

ロ・

2

古
林

一
九
六
七
(
昭
和
四
二
〉
年

O

「
(
昭
和
四
十
一
年
度
野
間
文
芸
賞
)
井
伏

鱒
二
氏
『
黒
い
雨
』
に
決
定
」
(
石
坂
洋
次
郎

「
黒
い
雨
に
感
動
す
」
、
伊
藤
整
「
黒
い
雨
に

つ
い
て
」
、
井
上
靖
「
青
空
を
望
む
思
い
」
、

大
岡
昇
平
「
黒
い
雨
」
、
河
上
徹
太
郎
「
『
黒

い
雨
』
讃
」
、
川
口
松
太
郎
「
野
間
賞
選
一
静
」

中
島
健
蔵
「
野
間
賞
」
、
中
村
光
夫
「
『
黒
い

雨
』
の
独
創
」
、
丹
羽
文
雄
「
感
想
」
、
舟
橋

聖
一
「
『
黒
い
雨
』
の
受
賞
」
〉
群
像

1

尚
弁
伏
時
二
の
「
黒
い
雨
」
文
学
的
立
場
2
、
5
、
m

(
無
署
名
)

プ
l
ム
の
P

実
録
文
学
4読
売
新
聞

2
-
m

(
無
署
名
)
京
市
公
と
虚
構
朝
日
新
開

2
-
m

多
国
道
太
郎
井
伏
鱒
ニ
「
黒
い
雨
」

l
ふ
る
さ
と
に
落
ち

た

原

爆

朝

日

ジ

ャ

ー

ナ

ル

3
・
5

ま
つ
も
と
つ
る
を
井
伏
鱒
二
の
現
実
認
識
文
学
者

3

八
の
ち
「
井
伏
鱒
二
竹
給
戦
法
と
し
て
の
『
黒
い

雨
』
の
現
実
認
識
」
と
改
題
し
て
松
本
鶴
雄
『
背
理

と
狂
気
|
現
代
作
家
の
宿
命
』
笠
間
舎
院
、
昭
五
ニ

・一一一所収
V

12 

相
原
和
邦
、
磯
良
英
夫
、
上
杉
裕
洋
、
寺
検
武
夫
、
浜
本
純

逸
、
積
林
混
二
、
松
永
信
一

A
口
評
・
井
伏
鱒
二
著
「
黒
い

雨

」

日

本

文

学

4

正
和
ふ
た
た
び
、
物
語
を
超
え
る
も
の
(
芸
術
時

評

)

中

央

公

論

4

佐
々
木
基
一
現
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
何
か
群
像

UI 
的

-165ー

4 

、ー
，A
、7

丹

井
伏
鱒
二
八
作
家
と
作
品

V
(集
英
社
『
日
本

文
学
全
集
H
U
井
伏
鱒
二
集
』
昭
四
二
・
五
)
5

八
の
ち
有
利
堂
『
井
伏
時
二
・
深
沢
七
郎
』
昭
五
ニ

-
一
一
所
収
V

桜
井

克
明

「
山
淑
魚
」
と
青
春
立
教
大
学
日
本
文
学

6 

瀬
沼

茂
樹
解
説
(
河
出
者
一
房
新
社
『
日
本
文
学
金
集
mm

』

)

6

八
の
ち
「
井
伏
時
二
」
と
改
題
し
て
河
出
舎
一
房
新
社

『
作
家
の
索
顔
』
昭
五

0
・
四
所
収
V

透

「

黒

い

雨

」

世

界

7

柏
市
「
屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン
」
を
教
え
る
前
に

女
子
大
国
文

井
伏
鱒
ニ
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面

浜寺
千田
代

7 

西
国

勝



近
代
文
学
研
究

〈
の
ち
一
部
改
訂
し
て
『
文
学
的
立
場
』
昭
四
五
・

一
二
、
八
木
香
庖
『
近
代
文
学
の
潜
勢
力
』
昭
四
八

.
所
収
V

奥
一
井
伏
悌
二
『
山
根
魚
』
(
有
精
堂
『
国
語
教

材
研
究
講
座
(
高
等
学
校
現
代
国
語
)
』
第
一

巻

)

9

大
江
健
三
郎
「
黒
い
雨
」
と
日
本
文
抑
制
(
文
芸
春
秋
社
『

現

代

日

本

文

学

館

却

』

附

録

)

口

八
の
ち
「
井
伏
鱒
二
と
日
本
文
壇
の
『
原
爆
』
概
念

」
と
改
題
し
て
文
芸
春
秋
社
『
持
続
す
る
士
山
』
昭
四

}}了一

O
所
収
V

安
閑
章
太
郎
井
伏
鱒
二
伝
、
解
説
(
文
芸
春
秋
社
『
現
代

日

本

文

学

館

却

』

)

日

八
の
ち
前
者
の
み
河
出
書
房
新
社
『
小
説
家
の
小
説

諭
』
昭
四
五
・
一

O
所
収

V

太
郎
「
山
似
魚
」
に
つ
い
て
|
分
析
批
評
と
課
題

学

沼

教

育

研

究

紀

要

ロ

草
部

安
藤

河大東
盛!l!j郷

一
九
六
八
(
昭
和
四
三
)
年

克

美

「

黒

い

雨

」

感

想

研

究

年

誌

民
日
「
黒
い
雨
」
と
「
炎
え
る
母
」
文
学
界

2

好
蔵
解
説
(
筑
摩
書
一
切
『
日
本
絹
綿
文
学
全
集
お

』

)

3

嘉
感
動
物
愛
玩

ω
姿

l
ト
ゥ
マ
ス
・
7

ン
と
井
伏

時

二

を

め

ぐ

っ

て

独

仏

文

学

3

新
一
解
説
(
学
芸
書
林
『
全
集
・
現
代
文
学
の
発

見
』

5
巻

)

4

哲
三
ハ
ン
ザ
キ
(
私
家
版
『
芦
田
川
物
語
』

)
5

昇
平
解
説
(
学
芸
書
林
『
会
集
・
現
代
文
学
の
発

見
』
ロ
巻

)

8

保
解
説
(
学
芸
書
林
『
全
集
・
現
代
文
学

ω発

見

』

日

巻

)

ロ

伊
藤

松
民1

大宮
岡原

広
末

8 

長
岡

弘
芳
原
煤
関
係
文
献
案
内

l
原
爆
文
学
史
に
そ
っ

て

出

版

ニ

ュ

ー

ス

8

好
蔵
井
伏
文
学
の
愛
読
者
(
新
学
社
『
さ
ざ
な
み

軍
記
』
、
石
森
延
男
「
井
伏
鱒
二
の
人
と
文

学
」
、
小
寺
政
太
郎
「
読
者
の
し
か
た

l
『
さ
ざ

な
み
軍
記
』
な
ど
の
読
解
と
鑑
賞
』
)
叩

河
盛

l 

一
九
六
九
(
昭
和
四
四
)
年

予

朗

弁

伏

鱒

二

国

文

学

三
郎
弁
伏
鱒
二
「
山
椴
魚
」
評

l
チ
ェ
ホ
フ
「
賂

」

と

の

関

連

か

ら

学

苑

1

人
の
ち
「
井
伏
鱒
二
」
と
改
題
し
て
治
水
弘
文
堂
『

近
代
作
家
と
西
欧
』
町
五
ニ
・
四
所
収

V

克
美
井
伏
鱒
二
「
さ
.
ざ
な
み
軍
記
」
論
(
早
稲
田

大
学
出
版
部
『
軍
記
物
と
そ
の
周
辺
』

)

3

〈
の
ち
有
精
堂
『
井
伏
鱒
二
・
深
沢
七
郎
』
昭
五
二

.
一
一
所
収
V

健
，
思
い
周
し
た

4
1井
伏
鱒
二
文
芸

3

人
の
ち
、
川
出
書
一
一
切
新
社
『
人
と
そ
の
世
界
』
昭
四
五

.一
O
所
収
V

雅
司
井
伏
鱒
二
の
表
明

l
初
期
の
作
品
か
ら

国
語
国
文

4

潤
三
解
説
(
河
出
書
房
新
社
『
カ
ラ
|
版
日
本
文

学
会
集
幻
井
伏
鱒
二
』

)

4

喬

へ

ん

ろ

う

宿

国

文

学

6

縫
合
口
『
文
芸
時
評
』
河
山
者
一
房
新
社
(
本
日
休
診

際
民
宇
三
郎
、
黒
い
雨
、
そ
の
他
)

6

井
伏
鱒
ニ
・
神
保
光
太
郎
(
同
人
対
談
)
「
黒
い
雨
」
そ

の

他

四

季

7

庄

司

数

井

伏

鱒

二

論

日

本

き

ゃ

ら

ば

ん

7

八
の
ち
「
笑
わ
な
い
熊
の
背
中
(
井
伏
鱒
二
論
)
」

と
し
て
南
窓
社
『
新
戯
作
者
論
』
昭
四
八
・
三
所
収

V

佐
々
木
均
太
郎
主
題
担
握
は
形
象
読
み
の
過
程
で
|
井
伏

大原
田

東
郷

日目
高

亀
井

庄
野

，u 野
本村

師
二
「
屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン
」
の
実
践
に
立
っ

て

国

語

の

研

究

7

謙
『
文
芸
時
評
(
上
・
下
)
』
河
出
番
一
房
新
社
(

漂
民
宇
三
郎
、
武
州
鉢
形
城
、
黒
い
雨
.
そ
の

他

)

8

、
9

長
尾
和
男
井
伏
鱒
二
論
川
金
城
学
院
紀
要

9

ジ
ョ
ン
・
ベ
ス
タ
l

叶
門
担
ロ
回
-
白
一
件
。
『
.
田
司
門
司
同
白
n
m
u

』ω~
白n
i
F

勾
白
ご
目
(
聞
内
O
色白回目一
F
白

H
U
白
山
)

安
「
さ
ざ
な
み
軍
記
」
ノ
!
ト
古
典
遺
産
M
号

平
野

加
美

'
ハ
召
1
・1

-
九
七

O
(
昭
和
四
五
)
年

丹
解
説
(
『
新
潮
日
本
文
学
げ
井
伏
鱒
二
集
』

)
、
月
報
げ
(
庄
野
泊
三
「
俗
…
・
烏
・
井
伏
さ

ん」

)

1

健
紙
の
小
の
戦
争
|
井
伏
鱒
二
「
黒
い
雨
」
の

場

合

文

学

界

2

A
の
ち
文
芸
森
秋
社
『
紙
の
中
の
戦
争
』
昭
四
七
・

三
所
収
V

二
郎
知
祭
と
し
て
の
小
説
|
井
伏
時
二
論
文
芸

4

〈
の
ち
新
潮
社
『
幻
視
と
変
奏
』
昭
四
六
・
三
所
収

V
 
保
雄
井
伏
間
二
「
漂
民
宇
三
郎
1

『
時
規
物
語
』

『
落
談
』
と
の
関
述
に
お
い
て
」

解
釈
と
鑑
賞

4

人

ωち
「
『
漂
民
字
三
郎
』
と
『
時
規
物
語
』
『
蕃

談
』
」
と
改
題
し
て
学
友
社
『
比
較
文
学
論
考
(
続
篇

)
』
昭
四
九
・
四
所
収
V

克
美
井
伏
鱒
二
・
文
学
入
門
(
河
出
舎
一
房
一
新
社
『
グ

リ
l
ン
版
日
本
文
学
金
集
M
』
)

4

継

男

作

家

ω横
顔
(
旧
作
に
寄
せ
て
)
(
河
出
書

房
新
社
『
グ
リ
ー
ン
版
日
本
文
学
全
集
お
』
)
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高
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村

安
田

東
郷

田
代



月
報
(
小
沼
丹
「
井
伏
さ
ん
と
将
棋
」
、
青
柳

瑞
穂
「
友
人
井
伏
君
と
の
初
対
面
」

)

4

尚
解
説
(
資
料
「
開
閉
」
)
文
学
的
立
場

6

車
爾
井
伏
鱒
二

l
「
黒
い
雨
」
と
「
武
州
鉢
形
城

」

民

主

文

学

6

則
子
井
伏
鱒
二
の
視
点
|
戦
前
の
作
品
を
中
心
に

国
語
国
文
論
集

6

河
上
徹
太
郎
解
説
(
新
潮
文
庫
『
黒
い
雨
』

)

6

〈
の
ち
「
『
黒
い
雨
』
に
つ
い
て
」
と
改
題
所
収
V

0
7

筑
摩
書
房
『
現
代
日
本
文
学
大
系
白
』
月
報

〈
尼
崎
一
雄
「
井
伏
・
上
林
両
氏
の
色
紙
」
、

中
西
俗
堂
「
治
七
の
つ
き
あ
い
」
、
谷
沢
永
一

「
井
伏
鱒
二
研
究
家
内
」

)

8

平
野
謙
井
伏
鱒
二
『
釣
人
』
(
河
出
書
房
新
社
『
新

刊
時
評
(
下
)
』

8

深
沢
七
郎
井
伏
先
生
と
共
に
(
学
習
研
究
社
『
現
代
日

本
の
文
学
幻
』

)

9

小
沼
丹
評
伝
的
解
説
(
学
習
研
究
社
『
現
代
日
本
の

文
学
幻
』
)
、
月
報
(
井
伏
鱒
二
・
中
島
健
蔵

対
談
「
飲
ん
で
学
ん
で
議
論
し
て
」
、
涌
悶
佑

「
鉢
形
城
と
そ
の
周
辺
」

)

9

文
学
的
立
場
編
集
部
昭
和
十
年
代
を
聞
く
(
井
伏
鱒
二
氏

)

文

学

的

立

場

9

〈
の
ち
「
徴
用
作
家
と
し
て
」
と
改
題
し
て
顎
草
書

房
『
文
学
・
昭
和
十
年
代
を
聞
く
』
昭
五
一
-
一

O

所
収
V

剖
弘
芳
原
爆
文
学
通
史
(
全
)
安
芸
文
学
日

入
の
ち
風
媒
社
『
原
爆
文
学
史
』
昭
四
八
・
六
所
収

V
 

沼古
田林

岡
本

長
岡

東
郷

ーふa

x. 
岬美
源
ヰk復井
伏帰伏
鱒蹄

0) 

庶
民
的

.社思
早'会想
稲科 1
E 学故
文討郷
学究裂
失
と

12 12根

池
田

人
の
ち
「
風
韻
と
詰
器
、
愛
俗
離
俗
の
妙
な
る
境
地

|
井
伏
鱒
二
」
と
し
て
講
談
社
『
俗
聖
の
文
学
』
昭

五

0
・
七
所
収
V

一
九
七
一
(
昭
和
四
六
)
年

ロ
パ

l
ト
・

J
・
リ
フ
ト
ン
「
黒
い
雨
」
(
朝
日
新
聞
社

『
死
の
内
の
生
命
|
ヒ
ロ
シ
マ
の
生
存
者
』
付

録
、
神
谷
正
太
郎
訳

)

2

繁
村
加
代
子
井
伏
鱒
二
論
|
場
面
の
転
換
に
つ
い
て
の
一

考

察

広

島

女

子

大

文

学

部

紀

要

3

松

本

道

介

現

代

の

黙

示

録

新

潮

3

小
沼
丹
井
伏
鱒
こ
の
文
学
(
講
談
社
文
時
『
山
桜
忽

・
本
日
休
診
』

)

7

桜
井
幹
答
企
と
死
を
み
つ
め
て
|
井
伏
鱒
二
「
黒
い
雨

」

を

め

ぐ

っ

て

民

主

文

学

8

豊
田
浩
史
「
黒
い
雨
」
と
重
松
日
記
他
(
総
書
房
『
原

爆
文
献
誌
』

)

8

小
沼
丹
解
説
(
あ
か
ね
書
房
『
少
年
少
女
日
本
の
文

学
日
井
伏
鱒
二
・
く
る
み
が
丘
』
)
江

(
無
署
名
)
入
黒
い
雨
V
井
伏
鱒
ニ
(
毎
日
新
聞
社
『
乙

の
炎
は
消
え
ず
広
島
文
学
ノ
l
ト

』

)

ロ

光
秋
体
制
の
中
の
詩
1

井
伏
鱒
ニ
「
山
淑
魚
」

詩
界
(
第
一
一
二
号
)

西
岡

一
九
七
二
〈
昭
和
四
七
)
年

ジ

l
タ
フ
リ
l
ド
・
シ
ャ

l
ル
シ
ュ
ミ
ッ
ト
「
黒
い
雨
」

に
示
し
た
ド
イ
ツ
出
版
社
の
反
応
波

1

正
一
『
太
宰
治
と
井
伏
鱒
ニ
』
津
軽
書
房

2

克
美
「
多
甚
古
村
」
の
周
辺国
文
学
ノ
!
ト

3

井
伏
鱒
二
と
チ
ェ

l
ホ
フ
の
接
点

比
政
文
学
年
誌

3

近
代
文
学
に
見
ら
れ
る
民
間
伝
示
|
「
屋
根

J，j!相
郷馬

初

官
子

真
鍋
7

サ
子

の
上
の
サ
ワ
ン
」
と
説
話
性
王
朝
文
学
史
稿

「
特
集
『
黒
い
雨
』
」
(
小
沢
俊
郎
「
『
黒

い
雨
』
の
こ
と
(
イ
ン
タ
ヴ
ュ

l
・
井
伏
鱒
ニ

氏
に
聞
く
)
」
、
猪
野
謙
二
「
『
閉
山
い
雨
』
に

つ
い
て
」
、
三
浦
泰
生
「
教
材
と
し
て
『
黒
い

雨
』
を
扱
う
場
A
己
、
白
鳥
邦
夫
「
授
業
の
日

を
胸
に
描
き
つ
つ
」
)
国
語
通
信

3

竹
彦
文
体
に
よ
る
形
象
の
多
層
性

教
育
科
学
国
語
教
育

4

桑

名

靖

治

「

黒

い

雨

」

論

日

本

文

芸

論

政

5

古
川
林
尚
井
伏
鱒
二
・
人
と
作
品
国
語
の
教
育

6

永
田
館
太
郎
『
井
伏
鱒
ニ
文
学
書
誌
』
永
図
書
房

8

O

「
特
集
・
井
伏
鱒
二
研
究
」
(
磯
貝
英
夫
「

井
伏
鱒
二
の
位
置
」
、
藤
本
千
鶴
子
「
井
伏
鱒

二
の
会
話
部
方
一
言
表
現
法
l
『
朽
助
の
ゐ
る
谷

間
』
の
場
合
」
、
岩
崎
文
人
「
井
伏
鱒
二
と
そ

の
郷
土
」
、
積
林
混
二
「
初
期
の
井
伏
鱒
ニ

l

『
仰
の
風
景
』
を
中
心
に
し
て
」
、
横
山
信
幸

「
井
伏
鱒
二
と
常
民

l
『
朽
助
の
ゐ
る
谷
間
』

『
川
』
を
中
心
に
」
、
国
辺
健
二
「
『
多
甚
古

村
』
論
」
、
相
原
和
邦
「
『
遥
拝
隊
長
』
の
構

造
と
位
置
」
、
江
後
究
士
「
『
潔
民
字
三
郎
』

論
1

庶
民
文
学
の
方
法
に
つ
い
て
」
、
寺
横
武
夫

「
『
黒
い
雨
』
管
見
」
、
藤
高
征
子
「
サ
パ
ル

ワ
ル
さ
ん

l
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
便
り
」
、
「
井
伏

鱒
二
著
作
年
表
〈
昭
二
一
1

四
O
年
〉
」

近
代
文
学
試
論

9

人
の
ち
磯
良
文
の
み
明
治
書
院
『
昭
和
初
頭
の
作
家

と
作
品
』
昭
五
五
・
六
所
収
V

安
悶
章
太
郎
朝
焼
け
夜
空
|
井
伏
鱒
ニ
小
説
現
代

'
9

人
の
ち
講
談
社
『
人
生
の
隣
』
昭
五

0
・
八
所
収
V 3 

O 

西
郷

一167-



赤
頭
巾
〈
巌
谷
大
四
)
井
伏
師
二
(
読
売
新
聞
社
『
文

壇

百

人

』

)

叩

鰐

1
ほ
ど
l
な
い
|
「
山
級
点
」
の
一
節
を
め

ぐ

っ

て

日

本

文

学

論

研

究

口

問
黒
・
水
中
世
界
・
自
然
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
|

井

伏

鱒

二

論

人

間

と

し

て

ロ

八
の
ち
有
精
堂
『
井
伏
鱒
ニ
・
深
沢
七
郎
』
昭
五
二

.
一
一
所
収
V

岳
山

徳
永

一
九
七
三
(
昭
和
四
八
)
年

洋
子
井
伏
鱒
ニ
の
文
学
|
「
山
抑
制
点
以
」
と
「
黒
い

雨

」

文

学

2

克
美
戦
争
下
の
井
伏
鱒
ニ

l
流
離
と
抵
抗

国
文
学
ノ
l
ト

3

八
の
ち
有
精
堂
『
井
伏
鱒
二
・
深
沢
七
郎
』
昭
五
二

.
一
一
所
収
V

由
雄
弁
伏
鱒
二
論
・
党
え
書
き近
代
文
学
考

3

東
郷
克
美
・
川
副
悶
法
(
対
談
)
作
者
九
の
ア
プ
ロ
ー
チ

「
隠
岐
別
府
村
の
守
古
」
古
典
と
現
代

5

森
山
サ
チ
子
井
伏
鱒
二
と
「
山
似
魚
」
に
つ
い
て

高
知
女
子
大
国
文

6

磯

貝

英

夫

「

黒

い

雨

」

解

釈

と

鑑

賞

8

八
の
ち
一
部
改
訂
し
て
明
治
書
院
『
昭
和
初
頭
の
作

家
と
作
品
』
昭
五
五
・
六
所
収
V

ア
ン
ソ
ニ

I
・

v-
リ
!
?
ン
井
伏
の
文
体
に
お
け
る
コ

ミ
ツ
ク
と
コ
ズ
ミ
ツ
ク
(
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
『
日

本
文
化
研
究
国
際
会
議
議
事
録
』
)
日

「
銅
山
い
雨
」
を
読
ま
せ
る

国
語
科
研
究
紀
要

(
井
伏
鱒
二
)
の
可
能
性

国
語
科
研
究
紀
要

金
子1・

東
郷

瀬
戸

山
本

昭

広
瀬

節
夫

「
黒
い
雨
」

前
Ul 

風
宴

光
則

「
屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン
」
私
論

一
九
七
四
(
昭
和
四
九
)
年

井
伏
鱒
二
・
尾
崎
一
雄
(
対
談
)
文
学
青
年
安
れ
群
像

〈
の
ち
永
田
書
房
『
尼
崎
一
雄
対
話
集
』
昭
五
六
・

六
所
収
V

紅
野
敏
郎
ジ
ョ
ン
万
次
郎
|
井
伏
鱒
二
「
ジ
ョ
ン
万
次

郎

漂

流

記

」

国

文

学

3

大
内
意
好
「
黒
い
雨
」
|
長
一
制
と
し
て
の
扱
い
国
語

3

森

常

治

h

民
族
幻
想
(
H
川
文
社
『
日
本
の
幽
霊
の
解
放

』

)

8

ア
ン
ソ
ニ

I
・

v-
リ
l
マ
ン
田
舎
の
井
戸

l
井
伏
文
学

の

二

重

の

視

点

展

望

9

松

本

鶴

雄

弁

伏

師

二

の

世

界

文

十

一

司

四

季

日

(
l昭
日
・

4
)

八
の
ち
冬
樹
社
『
井
伏
鱒
ニ
論
』
昭
五
コ
了
五
所
収

V
 

安
岡
章
太
郎
お
か
し
み
に
就
い
て
|
井
伏
鱒
二
「
小
黒
坂

の

猪

」

文

十

一

耳

目

人
の
ち
講
談
社
『
人
生
の
隣
』
昭
五

0
・
八
所
収
V

武
司
多
様
性
を
生
か
す
感
想
文
の
指
導

l
「
山
収

魚
」
井
伏
鱒
二
の
作
品
に
つ
い
て

国
語
国
文
学
会
誌
ロ

孝
井
伏
文
学
に
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
1

「

問
問
」
「
山
似
魚
」
か
ら
「
丹
下
氏
邸
」
「
さ

ざ

な

み

軍

記

」

へ

文

学

と

教

育

ロ

川
崎

熊
谷

12 

一
九
七
五
(
昭
和
五

O
)
年

利
夫
井
伏
鱒
二
「
鯉
」
の
成
立
と
背
景

日
本
文
学

和
田

12 

12 

子

不

百
ロ
=
三
回

1 

井
伏
鱒
二
・
乙
わ
い
政
末
主
義

朝
日
新
聞

2
・
3

八
の
ち
「
井
伏
鱒
二
」
と
改
題
し
て
百
目
鬼
恭
三
郎

『
現
代
の
作
家
一

O
一
人
』
新
潮
社
、
昭
五

0
・一

O
所
収
V

彰

一

井

伏

師

二

の

逆

説

新

潮

3

人
の
ち
有
料
堂
『
井
伏
鱒
ニ
・
深
沢
七
郎
』
昭
五
二

.
一
一
所
収
V

誠
一
郎
井
伏
さ
ん
の
身
代
り
季
刊
芸
術

4

0

『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
十
三
巻
月
報
日
(
伴

俊
彦
「
井
伏
さ
ん
か
ら
聞
い
た
乙
と
(
そ
の
十

一
)
」
、
石
原
八
束
「
井
伏
先
生
の
こ
と
」
、

吉
岡
達
夫
「
G
ぺ
ン
」

)

4

0

『
芥
伏
鱒
二
全
集
』
第
ヤ
四
巻
月
報
M
(伴

俊
彦
「
井
伏
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
(
そ
の
十

一
一
)
」
、
堺
誠
一
郎
「
井
伏
さ
ん
の
芸
術
に
か

ん
す
る
言
葉
」
、
米
国
精
一
「
名
前
の
こ
と
」

悦
英
夫

一168ー

佐
伯

堺

7 

高伴
橋

井

伏

時

二

解

釈

と

鑑

賞

井
伏
鱒
二
論
|
自
然
と
歴
史
の
融
解
群
像

U

八
の
ち
講
談
社
『
元
素
と
し
て
の
「
私
」
1

私
小
説

作
家
論
』
昭
五
一
・
六
所
収
V

孝
他
井
伏
鱒
二
の
文
休
ー
そ
の
成
立
過
程

文

学

と

教

育

日

〈
の
ち
鳩
の
森
書
房
『
井
伏
鱒
二
』
昭
五
三
・
七
所

収
V

.7 

熊
谷

吋
町
内
門
戸
ぐ
内
叫
山
一

=uzmm-回

ア
ン
ソ
ニ

i
・

v
・
リ
1
7
ン

司

c
m
t
n
n
o目
g
D
-
c
m可
・
岡
崎
伺
晶
、
向
。
ぉ

h
b』

u-

a内
包

ピ

ZbNロ
ミ
(
巧

2
m
E
C
E〈
刊
『
回
目
同
可

同
》
円
巾
目
的
・
]
忌
吋
印
)

1 



一
九
七
六
(
昭
和
五
一
年
)

佑
自
己
の
文
学
に
つ
い
て
誠
実
な
作
家
(
金
星

社
『
ジ
ュ
ニ
ア
版
日
本

ω文
学
ロ
・
井
伏
鱒
二
』
)
l

殴

井

伏

鱒

二

l
「
疎
開
文
学
」
に
つ
い
て

俄
草
紙

2

熊
谷
孝
、
夏
目
式
子
井
伏
鱒
二
の
文
休
ー
そ
の
成
立
過
程

文
学
と
教
育

2

〈
の
ち
鳩
の
森
書
房
『
井
伏
鱒
一
一
』
昭
五
コ
了
七
所

収

V明

涌
悶

昆中
村

井
伏
紳
二
(
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
)
言
語
生
活

人
の
ち
「
遊
・
井
伏
鱒
二
」
「
現
代
作
家
の
文
休
と

言
語
意
識
」
と
し
て
筑
摩
当
初
『
作
・
米
の
文
体
』
昭

五
ニ
・
一
一
所
収
V

寿
郎
小
説
「
黒
い
雨
」
の
授
業
1

実
践
を
ふ
ま
え

な

が

ら

国

語

通

信

3

道
丸
「
黒
い
雨
」
の
授
業
展
開
(
実
践
報
告
)

国
語
通
信

3

泰
正
井
伏
鱒
二
と
文
体
|
「
山
御
魚
」
を
中
心
に

解
釈
と
鑑
賞

4

人
の
ち
国
文
社
『
近
代
文
学
迷
望
』
昭
五
=
了
八
所

収

V
英
犬
他
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
対
応
(
学
生
社
『
政

治
と
文
学
(
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
文
学
問
)
』
)

丸
尾

遠
藤

佐
藤

磯
貝

熊
谷

益寿
弘江
他他イ
過デ「
去 -， -，オ丹
の さ 幽ロ下
幻 ざ 閉ギ氏
(なL-I邸
河みかに」
出 軍 らつ前
書 記 「い後
房 」 山て|
新の i代弁
社文*総文事点、文*伏
『学合学」学蹄
無と読と~と二
名教み教 教の
の育 育育文
由 学
illi 8 8 8的 4

孝

杉
浦

鈴
木

寺
田

逸

』

)

日

有
史
井
伏
文
休
の
成
立
|
「
幽
閉
」
「
山
脇
魚
」
か

事

ら
「
さ
ざ
な
み
軍
記
」
へ
文
学
と
教
育
江

ア
ン
ソ
ニ

l
・

v
・
リ
!
?
ン
ロ

E
臼
ぺ
間
切
】
白

n
w
円白一口・

〉

』

M
b『

E
n
p町
旬

Z
H
E
h
ζ
。
弘
同

3
h
a』
u
S
H
a
h
z
g
h』

(
ω
C
H】
町
一
回

C
ロ
一
〈
巾
円
曲
目
件
目
、
.
同
由
一
町
田
)

4← 
Jft 

)11 

2 

一
九
七
七
(
昭
和
五
二
)
年

吉
見
井
伏
鱒
一
一
(
筑
摩
書
房
一
『
作
家
論
控
え
帳
』

昭
五
二
・
四

)

4

文
学
教
育
研
究
者
集
団
『
文
学
史
の
中
の
井
伏
鱒
二
と
太

宰
治
』
(
引
い
川
実
他
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
井
伏
鱒
ニ

『
山
似
点
以
』
の
印
象
の
追
跡
」
、
荒
川
有
史
他

「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
井
伏
鱒
ニ
『
さ
ぎ
な
み
軍
記
』

の
印
象
の
追
跡
」
、
鈴
木
益
弘
「
『
・
8
ざ
な
み

軍
記
』
の
改
稿
過
程
」
そ
の
他
)

文
教
研
出
版
部

4

東
郷
克
美
井
伏
鱒
一
一
(
早
稲
田
文
学
人
物
誌
)

早
稲
田
文
学

5

八
の
ち
保
昌
正
天
・
実
坪
良
樹
編
『
早
稲
田
文
学
人

物
誌
』
背
英
会
、
昭
五
六
・
六
所
収

V

中
村
明
解
説
(
中
公
文
庫
『
珍
品
堂
主
人
』

)

7

小
坂
部
元
秀
解
説
(
集
英
社
文

mq軍
歌
「
戦
友
」
』
)

7

後
藤
明
生
井
伏
鱒
ニ
「
ス
ガ
レ
迫
ひ
」
文
芸
展
望

7

大
岡
信
こ
ん
こ
ん
出
ゃ
れ
|
井
伏
鱒
二
の
詩
に
つ
い

て

海

8

健
男
井
伏
鱒
二
と
旅
(
奥
野
健
男
・
尾
崎
秀
樹
『

作
家
の
表
象
』
時
事
通
信
社
)

9

宮
藤
井
伏
鱒
二
「
珍
口
問
堂
主
人
」
の
末
尾
(
明
治

書
院
『
現
代
作
文
講
座
(
別
巻
)
』

9

『
井
伏
鱒
ニ
・
深
沢
七
郎
(
日
本
文
学
研
究

資
料
提
舎
)
』
(
中
村
地
平
「
井
伏
鱒
二
論
」

谷
崎
将
二
「
井
伏
鱒
二
論
」
、
小
沼
丹
「
井
伏

臼
井

奥
野

前
回

O 

開
二
」
、
寺
田
逃
「
井
伏
鱒
ニ
論
」
、
中
村
光
夫

「
井
伏
鱒
ニ
論
」
、
徳
永
伺
「
井
伏
鱒
二
論
」

佐
伯
彰
一
「
井
伏
鱒
二
の
逆
説
」
、
磯
貝
英
夫

「
井
伏
鱒
二
」
「
小
説
文
体
と
生
活
語
の
問
題

」
、
関
良
一
「
山
政
省
…
」
、
吉
田
抑
制
一
「
井
伏

鱒
二
と
漂
流
記
物
」
、
大
越
嘉
七
「
井
伏
鱒
ニ

『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
」
、
東
郷
克
美
「
井
伏
鱒

二
素
描
」
「
井
伏
鱒
二
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
論

」
「
戦
争
下
の
井
伏
鱒
一
ご
、
石
崎
等
「
解
説

|
井
伏
鱒
二
研
究
史
展
望
」
)
有
精
堂
日

悦
「
山
根
魚
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

文

学

年

誌

ロ

佑

初

期

井

伏

文

学

の

諸

相

現

代

文

学

ロ

人
の
ち
「
井
伏
文
学
の
出
発
」
と
し
て
明
治
書
院
『

私
注
・
井
伏
鱒
一
一
』
昭
五
六
・
一
所
収

V

山

内

洋

一

郎

井

伏

鱒

二

さ

ん

の

手

紙

香

想

f芋涌
回

-169一

12 

東
郷

一
九
七
八
(
昭
和
五
三
)
年

克
美
井
伏
鱒
二
の
戦
後
1

太
宰
の
死
ま
で

日
本
文
学

武
子
「
多
甚
古
村
」
の
世
界
文
学
と
教
育

明
他
「
遥
拝
隊
長
」
の
印
象
の
追
跡

文
学
と
教
育

正

夫

井

伏

鱒

二

の

随

想

文

学

と

教

育

孝
男
自
然
と
人
為
|
井
伏
鱒
二
論
文
学
界

人
の
ち
文
十
一
宮
春
秋
社
『
批
評
と
表
現
|
近
代
日
本
の

「
私
」
』
昭
五
四
・
六
所
収
V

有
史
「
さ
ざ
な
み
軍
記
」
論
ノ

l
ト
|
古
典
平
家

と
の
対
話
を
基
底
に
研
究
紀
要
(
国
立
音
楽

大
学

)

3

佑
「
川
」
「
谷
間
」
「
さ
ざ
な
み
軍
記
」
を
貫

く

も

の

現

代

文

学

3

〈
の
ち
「
井
伏
文
学
の
風
土
」
と
改
題
し
て
明
治
書 1 

山夏
下目

2 2 

饗高
庭回

2 3 

荒
川

沼
田



院
『
私
注
・
井
伏
時
二
』
昭
五
六
・
一
一
的
収

V

隆
司
井
伏
鱒
ニ
「
へ
ん
ろ
う
宿
」
解
釈
と
銀
賞

鶴

雄

『

井

伏

鱒

二

論

』

冬

樹

社

佑
「
黒
い
雨
」
の
記
録
性
と
小
説
性

現
代
文
学

5

人
の
ち
明
治
書
院
『
私
注
・
井
伏
鱒
ニ
』
昭
五
六
・

一
所
収
V

佑
「
武
州
鉢
形
減
」
の
創
作
過
程
現
代
文
学

6

〈
の
ち
明
治
者
院
『
私
注
・
井
伏
悌
二
』
昭
五
六
・

一
所
収
V

孝
『
井
伏
鱒
二
八
講
演
と
対
談
V
』

鳩
の
森
杏
一
房

7

小
坂
部
元
秀
解
説
(
集
英
社
『
井
伏
鱒
二
自
選
集
』
)
日

西

田

直

敏

井

伏

鱒

二

国

文

学

日

O

「
特
集
・
井
伏
鱒
二
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」
(

涌
田
佑
「
司
或
る
少
女
の
戦
時
日
記
』
『
南
航

大
概
記
』
か
ら
『
花
の
町
』
九
」
、
横
山
融
「

井
伏
作
品
『
花
の
町
』
お
年
後

ω舞
台
を
訪
ね

て
」
、
涌
問
佑
「
書
誌
及
び
参
考
文
献
を
配
し

た

井

伏

悌

二

年

諮

」

)

現

代

文

学

ロ

〈
鴻
問
文
は
の
ち
明
治
会
院
『
私
注
・
井
伏
鱒
ニ
』

昭
五
六
・
一
所
収
V

健
三
井
伏
文
学
の
成
立
過
程

根
本

涌松
岡本

涌
国

熊
谷

高
沢

桐
朋
学
報

紅
野

一
九
七
九
(
昭
和
五
四
)
年

敏
郎
『
青
木
南
八
遺
稿
』
に
つ
い
て
日
本
文
学

〈
の
ち
「
青
木
市
八
と
井
伏
鱒
二
1

『
青
木
南
八
泣

稿
」
と
改
題
し
て
者
英
合
『
文
学
史
の
悶
こ
九
一

0
年
代
)
』
昭
五
五
・
問
所
収
V

4 

井
伏
鱒
二
訳
『
父
の
界
』

浪
速
者
林
古
書
目
録

1

八
の
ち
文
芸
春
秋
社
『
紙
つ
ぶ
て
二
箇
目
』
昭
五
六

.
六
所
収
V

佑
文
ザ
一
同
時
評
に
み
る
昭
和
十
年
ま
で
の
井
伏
文

学

現

代

文

学

2

人
の
ち
明
治
香
院
『
私
注
・
井
伏
同
一
一
』
昭
五
六
・

一
所
収
V

正
夫
「
鶏
肋
集
」
と
「
半
生
記
」
に
つ
い
て
|
井
伏

間
二
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
文
学
と
教
育

2

有
史
「
か
る
さ
ん
民
政
」
論
ノ
l
ト
1

長
編
小
説

に
お
け
る
対
話
の
構
造

研
究
紀
要
(
国
立
音
楽
大
学
〉

3

明
井
伏
鱒
二
「
珍
品
堂
主
人
」
(
筑
摩
書
一
房
『

名
文
』

)

3

孝
井
伏
鱒
二
「
酬
明
日
の
渓
谷
」
椅
説

i
初
出
稿

の
表
現
が
サ
ジ
ェ
ス
ト
す
る
も
の

文
学
と
教
育

5

点
商
俳
誌
(
角
川
文
附
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
泌
流
記

-
本
日
休
診
』

)

5

後
藤
由
美
子
忘
れ
符
ぬ
日
々
1

井
伏
鱒
ニ
の
徴
用
体
験

国
文
学
会
誌

5

好
蔵
相
川
説
(
新
潮
社
『
新
制
現
代
文
学
2
・
井
伏

惜
二
』

)

6

克
美
井
伏
鱒
二
(
明
治
書
院
『
資
料
に
よ
る
近
代

日
本
文
学
』

)

7

佑
「
時
規
物
語
」
「
落
淡
」
を
通
し
て
み
た
「

深

民

宇

三

郎

」

現

代

文

学

9

八
の
ち
明
治
書
院
『
私
注
・
井
伏
鱒
一
一
』
昭
五
六
・

一
所
収
V

勝
也
井
伏
師
二
党
え
者
l
敗
戦
以
前
を
中
心
に

明
治
大
学
日
本
文
学

谷
沢

永

5 

涌
回

高
田

荒
JII 

中
村

熊
谷

沼
田

河
盛

12 

東
郷

涌
回

l 

蔵
前

9 

涌亀
岡井

雅
司
災
厄
の
空
間

l
「

山

淑

魚

」

論

叙

説

"

佑
初
期
井
伏
文
学
の
実
相
!
ヘ
ル
マ
ン
・
ズ

l

デ
ル
マ
ン
の
影
響
を
中
心
に
す
ば
る
ロ

一
九
八
O
(
昭
和
五
五
)
年

武
夫
井
伏
踊
二
と
「
文
芸
都
市
』
日
本
文
学

英

夫

文

芸

時

評

す

ば

る

佑
井
伏
鱒
二
〈
明
治
者
院
『
研
究
資
料
現
代
日

本
文
学
①
』

)

3

敏
郎
「
博
浪
沙
」
の
人
び
と
|
酒
に
托
し
た
男
子

の

風

懐

国

文

学

4

安
岡
章
太
郎
弁
伏
鱒
二
の
文
章
と
歴
史
(
作
品
社
『
さ
ぎ

な
み
軍
記
』

)

5

0

『
井
伏
鱒
二
(
作
家
・
作
品
シ
リ
ー
ズ

7
)

』
(
時
間
貝
英
夫
「
井
伏
鱒
二
の
方
法
」
、
石
崎

市
守
「
井
伏
鱒
二
の
文
体
」
、
東
郷
克
美
「
井
伏

陪
ニ
と
太
宰
治
」
、
玉
村
周
「
山
楓
魚
」
、
涌

回
佑
「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
涼
流
記
」
、
成
治
良
孝

「
井
伏
蹄
ニ
の
市
井
も
の
」
、
ジ
ョ
ン
・
ト
リ

ー
ト
「
海
外
に
お
け
る
井
伏
文
学
の
受
容
と
評

価
」
、
寺
械
式
夫
「
井
伏
鱒
二
研
究
略
史
」
)

東
京
書
籍

5

佑
井
伏
鱒
二
に
お
け
る
グ
東
洋

4
1老
荘
、
そ

し
て
つ
い
に
P

軽
安
d

の
文
学
す
ば
る

7

嘉
七
『
井
伏
師
二
の
文
学
』法
政
大
学
出
版
局

9

敏
郎
「
仰
の
風
景
」
を
め
ぐ
っ
て
!
井
伏
蹄
ニ
と

宮

沢

有

為

男

群

像

m

悶
男
井
伏
文
学
、
初
期
の
相
貌
|
資
料
「
散
文
刊
誌

術
と
誤
ま
れ
る
近
代
性
」
を
中
心
に

日
本
文
学

井
伏
鱒
ニ
論
ノ

l
ト
|
出
発
と
そ
の
後

涌高寺
田橋横

1 1 

紅
野

-170-

涌
回

大
越

紅
野

佐
藤

10 

坂
根

俊
英



寺

様

式

夫

(
無
署
名
)

函

山
根
魚
幻
想
国
語
教
育
研
究

井
伏
鱒
ニ
の
文
学
(
大
越
嘉
七
者
)

す

ば

る

ロ

井
伏
鱒
二
と
「
婦
人
サ
ロ
ン
」
群
像
ロ

朽
木
三
助
の
こ
と
1

井
伏
文
学
.
源
流
一
斑

滋

賀

大

国

文

ロ

考紅
横野

武敏
夫郎

一
九
八
一
(
昭
和
五
六
)
年

涌
田
佑
『
私
注
・
井
伏
鱒
二
』
明
治
書
院

ジ
ョ
ン
・
ツ
ゥ
リ
ト
井
伏
鱒
ニ
の
文
学
の
日
記
(
国
文
学

研
究
資
料
館
『
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議

録
(
第
四
回
)
』

)

2

昭
大
越
嘉
七
箸
「
井
伏
鱒
ニ
の
文
学
」

日
本
文
学
誌
要

2

佑
井
伏
鱒
ニ
と
林
芙
美
子
1

「
集
金
旅
行
」
の

背

景

す

ば

る

3

克
美
「
く
っ
た
く
」
し
た
「
夜
更
け
」
の
物
語
!

初
期
井
伏
鱒
ニ
に
つ
い
て
成
城
国
文
学
論
集

3

敏
郎
弁
伏
鱒
ニ
と
「
三
国
文
学
」
!
「
粗
吟
断
章

」

の

乙

と

群

像

3

混
二
井
伏
鱒
二
「
位
助
」
(
九
州
大
学
出
版
会
『

現
代
の
小
説
』

)

3

秀
代
弁
伏
鱒
二
研
究
l
「
山
級
魚
」
「
鯉
」
「
屋

根
の
上
の
サ
ワ
ン
」
へ
の
推
移
を
中
心
と
し
て

字
部
国
文
研
究

3

尚
涌
回
佑
著
「
私
注
・
井
伏
鱒
二
」

週
刊
読
書
人

4
・
g

『
井
伏
鱒
二
(
現
代
国
語
研
究
シ
リ
ー
ズ
ロ

)
』
〈
大
久
保
典
夫
「
井
伏
鱒
二
の
史
的
位
置

」
、
相
原
和
邦
「
井
伏
鱒
ニ
の
八
憂
穆
V
」、

里
原

涌
回

東
郷

紅
野理田村古

林
O 

11 11 

助
川
徳
是
「
井
伏
鱒
二
の
人
庶
民
V
」
、
山
田
有
策

「
井
伏
鱒
二
の
八
言
葉
V
」
、
東
郷
克
美
「
井
伏
鱒

二
の
八
方
法
V
」
、
積
林
溌
ニ
「
山
淑
魚
」
、
高
橋
新

太
郎
「
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
党
え
舎
」
、
白
石
喜
彦

「
庶
民
に
お
け
る
意
識
の
不
変
l
『
遥
拝
隊
長
』
論

」
、
中
守
秘
武
夫
「
珍
品
堂
主
人
」
、
渡
辺
芳
紀
「
黒

い

雨

」

)

尚

学

図

書

5

佑
井
伏
鱒
二
に
お
け
る
P

父
担
の
血

d
l
「回

国
記
」
「
難
肋
集
」
の
遡
及
す
ば
る

6

敏
郎
井
伏
鱒
二
と
蔵
原
伸
二
郎
|
「
コ
一
回
文
学
」

で

の

出

会

い

群

像

6

消
隆
こ
う
も
り
と
井
伏
鱒
二
(
冬
樹
社
『
あ
る
文

ザ
一
詞
記
者
の
回
想
』

)

6

正
予
珍
品
蛍
主
人
・
泰
秀
雄
芸
術
新
潮

7

敏
郎
井
伏
鱒
二
の
「
褒
芳
閣
」
時
代
群
像

9

克
美
井
伏
鱒
二
|
昭
和
四
年
の
風
貌
・
姿
勢

解
釈
と
鑑
賞

ω

ジ
ョ
ン
・
ベ
ス
タ
l

回
以
『
市
町
白
円
巾
日
め
ミ
ミ
=
ミ
ミ
ミ
ミ
え

。HF同『
日
山
町
。
『
民
間
的(

阿
ハ

O
色
白
ロ
回

}
5
5∞
同

)

涌
回

1 

紅
敏

頼
尊

東紅白
郷野別i八

補
遺

V
九
三
(
昭
和
六
)
年

平
松
幹
夫
八
月
の
創
作
詩

三
国
文
学

一
九
三
三
(
昭
和
八
)
年

a' 

三
好
達
治
序
(
椎
の
木
社
『
随
筆
』
)
関
付
け
凶

K 

一
九
一
-
一
九
(
昭
和
一
四
)
年

F

文
学
的
人
物
論
・
井
伏
鱒
二
文
叶
骨
折
口

八
の
ち
創
元
社
『
現
代
随
想
全
集
(
河
上
徹
太
郎
)
』

昭
二
九
・
五
所
収
V

一
九
四
一
一
(
昭
和
一
七
)
年

宮
沢
有
為
男
胃
袋
の
日
記
、
私
の
小
説
勉
強
(
平
凡
社

『
芸
術
論
』
)

5 

一
九
五
五
(
昭
和
三

O
)
年

臼
井
吉
見
解
説
(
光
文
社
『
戦
後
十
年
名
作
選
集
3
』)5 

一
九
五
六
(
昭
和
三
一
)
年

浅
見
淵
解
説
〈
東
西
文
明
社
『
少
年
少
女
の
た
め

の
現
代
日
本
文
学
全
集
』
)

光
夫
解
説
(
彰
考
書
院
『
さ
ざ
な
み
寧
記
』
)
2 

中
村

5 

一
九
五
七
(
昭
和
三
ニ
)
年

白
井
吉
見
解
説
(
あ
か
ね
書
房
一
『
少
年
少
女
日
本
文
学

選
集
凶
』

)

9

"-171-

一
九
六
六
(
昭
和
四
一
)
年

多
国
道
太
郎
「
黒
い
雨
」
井
伏
鱒
二
日
本
の
小
説
を

読

む

会

・

会

報

。

日

〈
の
ち
潮
出
版
社
『
本
棚
の
風
景
』
昭
五
六
・
一

O

所
収
V

精
一
戦
時
下
の
文
学
2
・
苔
術
派
の
作
家
|
姻
辰

雄
と
井
伏
鱒
一
一
(
至
文
堂
『
市
民
の
文
学
2
』
)
日

吉
田

9 

一
九
六
九
昭
和
四
四
)
年

浅
見
淵
井
伏
鱒
ニ
・
夜
ふ
け
と
梅
の
花
(
日
本
近
代

文
学
館
『
名
著
複
刻
全
集
・
近
代
文
学
館
・
作
品
解

題
|
昭
和
期
』

)

9

5 

一
九
七
=
(
昭
和
四
七
)
年

武
回
勝
彦
チ
ェ
ッ
コ
人
の
井
伏
論
新
潮

平
野
謙
解
説
(
毎
日
新
聞
社
『
戦
争
文
学
全
集
2
』) 1 2 



井
伏
鱒
二
・
河
鹿
好
蔵
「
山
制
自
に
ま
で

『
人
と
影
』

)

5

龍
男
乙
の
頃
の
井
伏
さ
ん
(
ほ
る
ぷ
出
版
『
名
作

自
選
・
日
本
現
代
文
学
館
(
別
冊
)
』
)
ロ

健
蔵
戦
地
に
お
け
る
井
伏
鱒
二
(
右
同
)
ロ

(
毎
日
新
聞
社

永
井

中
島

一
九
七
三
(
昭
和
四
八
)
年

河
上
徹
太
郎
香
気
あ
る
ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
〈
井
伏
鱒

こ
の
文
学
V
(千
趣
会
『
文
学
の
旅
H

H

(

山
陽
・
瀬

戸
内
海
)
』
)

高
田
英
之
助
無
題
(
右
同
)

磯
良
英
夫
戦
争
文
学
に
つ
い
て

国
三五

科
研
究
紀
要
12 

一
九
七
主
(
昭
和
五

O
)
年

紅
野
敏
郎
土
佐
人
の
系
譜
・
問
中
貢
太
郎
『
桂
月
先
生

従

軍

記

』

困

文

学

6

人
の
ち
冬
樹
社
『
本
の
散
歩
・
文
学
史
の
森
』
昭
五

四
・
一
所
収
V

一
九
七
六
(
昭
和
五
一
)
年

ま
え
さ
わ
あ
き
ら
日
本
列
島
住
民
の
，
苦
労
話
d

を
読

む
(
金
星
社
『
ジ
ュ
ニ
ア
版
日
本
の
文
学
ロ
』

)

1

彩
一
井
伏
鱒
二
『
山
級
魚
』
と
チ
ェ
ホ
フ

(
N
H

K
大
学
講
座
『
文
学
・
比
駁
文
学
の
展
望
』
)

佐
伯

山
碕

舎雄九
院一七
『七
戦噂実(
後践昭
小授和
説業五
のの二
教辰)
え閲王手
方(
匹=
ー「
)黒

雨
L 

(
右
文

一
九
七
八
「
昭
和
五
三
)
年

佐
々
木
郁
郎
理
解
活
動
を
主
に
し
た
関
述
指
導
(
「
黒
い

雨

」

)

教

育

科

学

国

語

教

育

3

英
夫
井
伏
鱒
二
(
有
嬰
閣
『
戦
後
の
文
学
(
現
代

磯
良

文
学
史
)
』

5

0
e

「
八
誌
上
出
版
記
念
会
V
松
本
鶴
雄
『
井
伏

間
二
論
』
」
(
神
谷
忠
孝
「
井
伏
惜
二
と
『
新
興
苔

術
派
』
」
、
根
岸
隆
昆
「
さ
さ
や
か
な
感
想
」
、
今

村
忠
純
「
『
井
伏
鱒
二
論
』
の
彼
万
九
」
、
曽
根
博

義
「
『
井
伏
蹄
二
論
』
の
視
点
」
)詳守
口
と
構
想

1 

一
九
七
九
(
昭
和
五
四
)
年

井
筒
消
詩
文
学
と
散
文
学
「
か
さ
っ
ぱ
た
」
(
井
伏

師
二
)
「
戦
場
」
(
花
蕊
安
治
)
を
め
ぐ
っ
て

文
学
と
教
育

2

大
五
片
隅
の
美
学
|
井
伏
鱒
二
と
庄
野
潤
三
(
森

安
理
文
一
縞
『
近
代
説
話
文
学
の
構
造
』
明
治
書

院

)

9

有
~LJ 

4 

一
九
八
O

(
昭
和
五
五
)
年

川
木
彩
太
平
洋
戦
争
と
文
学
者
1

軍
政
下
に
お
け
る

火
野
球
一
平
・
井
伏
鱒
二
に
つ
い
て
明
治
学
院
論
議

3

敏
郎
「
博
浪
沙
」
の
人
び
と
|
泊
に
托
し
た
男
子

の

風

伐

国

文

学

4

〈
の
ち
「
問
中
貫
太
郎
・
井
伏
時
二

l
『
博
浪
沙
・

随
筆
一
五
人
』
と
改
題
し
て
育
英
合
『
・
白
樺
の
本
・

文
学
史
の
林
』
昭
五
七
・
五
所
収
V

敏
郎
井
伏
憾
二
と
「
桂
月
」

良
夫
限
と
口

l
二
つ
の
漂
流
記

紅
型f

槍紅
垣野

群
像

7

国
語
教
育
研
究

一
九
八
一
(
昭
和
五
六
)
年

根
作
降
尾
井
伏
鱒
二
「
黒
い
雨
」
(
有
料
堂
『
中
学
校

国
語
科
教
育
の
理
論
と
実
践
(
第
四
巻
)
』

)

2

正
人
黒
い
雨
(
第
一
一
法
規
『
中
学
実
践
事
例
集
』
)

』

r月
J

4
]
守
口

H
t

問
問

9 

典
夫
『
と
と
ま
じ
り
』
(
平
凡
社
)

2

も
く

E
カ
こ
っ

八
「
竹
斗
可
稿
」
と
題
し
て
『
高
知
新
聞
』
に
連
載

し
た
も
の
が
初
出
V

国
雄
小
説
教
材
と
そ
の
指
導
法
(
黒
い
雨
)
(
大

修
館
『
国
語
科
教
育
の
実
践
』

)

6

佑
井
伏
文
学
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
こ
と
|
槙

林
混
二
氏
へ
の
反
論
を
兼
ね
て
国
語
展
望
日

(
無
署
名
)
井
伏
鱒
二
著
・
海
拐
り
朝
日
新
聞
日

-m

東
郷
克
美
「
山
樹
魚
」
、
石
恒
義
昭
「
黒
い
雨
」
(
日

本
文
学
協
会
編
『
読
書
案
内
(
中
学
・
高
校
編
)
』
)

渋
川
防
・
大
越
嘉
七
二
冊
二
人
会
評
)
事
実
に
語
ら
す
存

在
の
重
み
|
井
伏
鱒
二
著
『
海
揚
り
』
に
み
る
描
写

の

力

図

書

新

関

口

・

幻

紅

野

敏

郎

井

伏

鱒

二

と

中

村

正

常

群

像

ロ

安

岡

章

太

郎

「

小

川

拐

り

」

井

伏

鱒

二

新

潮

ロ

池
田
純
溢
井
伏
鱒
二
と
大
岡
昇
平

l
「
黒
い
雨
」
と

「
レ
イ
テ
戦
記
」
の
方
法
(
図
書
刊
行
会
『
新
批

評

・

近

代

文

学

の

構

図

』

)

ロ

-.，.172ー

林
涌
回

4 

一
九
八
二
(
昭
和
五
七
)
年

濡
回
佑
井
伏
鱒
二
と
牧
野
信
一

l
「
屋
根
の
上
の
サ

ワ
ン
」
か
ら
「
晩
春
の
旅
」
ま
で
す
ば
る

1

清
水
昭
三
井
伏
鱒
二
論
|
『
遥
拝
隊
長
』
を
中
心
に

新
日
本
文
学

1

大
越
嘉
七
「
尿
根
の
上
の
サ
ワ
ン
」
の
「
左
の
翼
」
|

井

伏

文

学

の

象

徴

性

日

本

文

学

l

駒

田

信

二

井

伏

鱒

二

の

訳

詩

す

ば

る

1

(
無
署
名
)
海
揚
り
・
井
伏
鱒
二
す
ば
る

1

中

谷

孝

雄

『

海

拐

り

』

を

読

む

群

像

1

河
盛
好
蔵
弁
伏
鱒
ニ
箸
「
海
拐
り
」
文
学
界

1

巌
谷
大
四
井
伏
鱒
二
の
「
白
毛
」
(
河
出
書
房
新
社
「
文

壇
も
の
し
り
帖
』

)

1



増
田
み
ず
子
涌
回
佑
箸
『
私
注
・
井
伏
鱒
一
一
』
(
明
治
書

院

〉

文

芸

1

沼
田
卓
爾
運
命
と
人
為
井
伏
鱒
二
文
学
の
一
側
面
|

「
山
淑
魚
」
か
ら
「
兼
行
中
守
の
池
」
ま
で

国
語
通
信

2

紅

野

敏

郎

井

伏

鱒

二

と

小

沼

逮

群

像

3

三
国
一
朗
井
伏
鱒
一
一
(
『
三
国
一
朗
の
人
物
誌
』

)
3

斉
藤
慎
爾
井
伏
鱒
二
氏
1

豊
多
摩
郡
井
荻
村
瓢
々
の
日

日

ア

サ

ヒ

グ

ラ

フ

4
・
ぬ

河
野
多
恵
子
文
芸
時
評
(
「
豊
多
摩
郡
井
荻
村
」
)

朝
日
新
聞

5
-
m

紅
野
敏
郎
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
の
回
想
文
群
像

6

嘉
瀬
井
整
夫
弁
伏
文
学
に
お
け
る
手
紙
の
効
用
関
西
文
学

6

大
越
嘉
七
井
伏
文
学
研
究
に
お
け
る
二
、
三
の
問
題

日
本
文
学

7

小
沼
丹
解
説
〈
弥
生
書
房
『
現
代
の
随
想
げ
井
伏
鱒

二
集
』

)

7

植
塩
節
也
弁
伏
鱒
ニ

H
l
「
山
淑
魚
」
を
読
む

月
刊
国
語
教
育

8

巌
谷
大
四
『
黒
い
雨
』
井
伏
鱒
二
(
文
化
出
版
局
『
名

作
こ
ぼ
れ
ば
な
し
』

)

8

へ
無
署
名
)
黒
い
雨
・
井
伏
鱒
二
八
諸
国
名
作
の
旅
V

朝
日
新
聞
滋
賀
版

8
-
m

敏
郎
井
伏
鱒
ニ
と
「
月
刊
文
章
」
群
像

9

佑
井
伏
鱒
二
と
柳
田
国
男
|
「
青
ケ
島
大
概

記
」
と
「
青
ケ
島
選
住
記
」
す
ば
る

9

節
也
弁
伏
鱒
二
口
|
「
山
淑
魚
」
の
成
立

月
刊
国
語
教
育

9

歴
史
と
記
憶
井
伏
鱒
二
著
『
海
揚
り
』

波

m

l
「
屋
根
の
上
の
サ
ワ

涌紅
日野

植
垣

庄
野

潤

植
垣

節
也

井
伏
鱒
二

日

植
垣

ン
」
を
読
む

節
也
弁
伏
鱒

伺

庄
lI!I 

月
刊
国
語
教
育

m

l
「
黒
い
雨
」
の
評
価

月
刊
国
語
教
育
日

井

伏

鱒

二

と

青

柳

瑞

穂

群

像

ロ

井
伏
鱒
二
田

l
「
黒
い
雨
」
の
描
写

月
刊
国
語
教
育
ロ

潤
三
汽
笛
と
武
蔵
野
の
森
l
『
荻
窪
風
土
記
』

井

伏

鱒

二

新

潮

ロ

好
成
井
伏
鱒
二
著
『
荻
窪
風
土
記
』

波

井
伏
鱒
二
者
『
荻
窪
風
土
記
』

図
書
新
聞

植紅
垣野

節敏
也郎

河
盛

12 

村
上

護

n
r
u
-
-
A
 

唱・A
'

E

A

一
九
八
三
(
昭
和
五
八
)
年

涌
回
佑
井
伏
鱒
二
と
太
宰
治
ー
そ
の
人
と
文
学
の
類

似

と

異

相

す

ば

る

1

植
垣
節
也
井
伏
鱒
二
円
|
「
槌
ツ
ア
:
:
:
」
を
読

む

月

刊

国

語

育

教

1

谷
沢
永
一
績
の
緩
ん
だ
職
人
芸
の
空
転
と
逆
効
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